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肱川町金婚式

仲むつまじく50年 晴れやか金婚式

合年金婚式を迎えられた皆さん

部落名 夫婦名 年齢

汗 生中野 藤太良
B 75 

美 子 76

協 生安川太、 吉
76 

ミヤコ 69 

嘉城 蔵 重信
75 

田 マサ子 72 

嘉城 山岡秋義
74 

キクヱ 70 

嘉城 立花 源太郎
74 

愛子 69 

嘉城 中岡秀
義 72 

繁 子 74 

共栄 小山 久
男 73 

愛 子 67 

広常 宮岡 繁樹
81 

モ入ヱ 68 

久保 藤本、 勇 74 
ノ`マヨ 68 

大和 兵頭 芳
72 

幸 子 66 

郷 市川塁
男 75 
子 70 

郷 山本 藤蔵
82 

ヨシコ 76 

瓜生谷東
顕 夫 75 
マサ子 72 

瓜生谷 栗田 良
穂 76 

公 恵 74

藤野原 藤田士ロ
時 75

満 子 69

平成5年度の合同金婚式が11月18日に肱川町公民館において晴れやかに行われました。

今年は昭和19年にご結婚された方々、 15組のご夫婦を迎え、大野町長はじめ、町関係者、各団体長さんが

出席し祝福いたしました。ご成婚50年のあゆみは、長くて短いものだったと話され戦前、戦後の苦労話をさ

れていました。戦争が激しくなり、結婚式を済ませると戦場へ行った方、食糧不足で子供の世話をするのが

大変だった事など思い出深い話をされました。

しかし、苦難の時代を共に乗り越えられた人生は満足感でいっばいだったそうです。

心からお祝い申し上げます。

令月号の主な内容
町民のうごき

＝町報＝

〶農村アメニティ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 2 

R第9回肱川ふれあいまつり・・・・・・ 3
卍健康講話「体操と健康づくり」•••4
R年金だよ り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 
卍社協だより ・・・・ ・・・・ • . ． ． ． ． ． ．．． ．. ． ．．． ．．． 7

卍林構だより・・・・・ ・ ・・ ・・・ ・ ・・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・• 8 
慢お知らせ・・・• . ．．.. ．． ． ． ．． ．．． ．． .．.． ． ． ． .··20

＝農林だより＝

R農林会館補修建築工事入札会・・・10
卍枝打ちにつし、て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •11
慢お知らせ・ • .．．．．．．．．．． ． .． . . ．..．． ． . ．． ．·・12 
唖木材、椎茸市況・・・ •. . ．． ． ． ．． . ． ． ． ． . . • ・12 

＝公民館報＝

R特集熱き風心を開く人権集会・・・14
R分館だよ り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 1 7 
R青年団だより ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19

人口 3,425人 (-1)

男 1,6 6 6人 (-2)

女 1,7 5 9人(+1) 

世帯数 1, 0 1 0器(+1) 

（平成5年11月30日現在）
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農村の風景にうまくとけこんでいるお堂

（今回紹介した写真の一部）

平
成
五
年
度
（
第
八
回
）
農
村
ア
メ

ニ
テ
ィ

・
コ
ソ
ク
ー
ル
で
肱
川
町
が

優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
国
土
庁
及
び
財
団
法

人
農
村
開
発
企
画
委
員
会
が
毎
年
主

催
し
て
い
る
も
の
で
、
農
村
の
居
住

'L 8い
'I 7 ）ヽ 1、I 1 IL 

優良賞

中＂や 仁

快
適
性
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
も

ら
う
た
め
、
優
良
事
例
を
年
に
十
地

区
ず
つ
表
彰
し
て
い
ま
す
。

農
村
地
域
は
、
食
料
の
安
定
的
供

給
や
居
住
空
間
と
し
て
の
重
要
な
役

割
を
担
い
、
ま
た
都
市
住
民
を
含
め

た
国
民
の

ふ
る
さ
と
の
場
と
し
て
の

機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

村
地
域
が
こ
れ
ら
の
機
能
を
充
分
に

発
揮
す
る
た
め
に
は
、
農
林
業
の
振

輿
は
も
と
よ
り
、
農
村
地
域
特
有
の

正山「風の憩公園」のオランダ風車

（今回紹介した写真の一部）

農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ

レJ
 

ク
／
／
／
／
／
／

良

賞

緑
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
風
土
等

を
基
盤
と
し
、
ゆ
と
り
と
潤
い
と

や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
居
住
快
適
性

（
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
）
の
確
保
に
配

慮
し
た
農
村
の
整
備
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
基

づ
き
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
表
彰

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
優
良
事
例

の
普
及
が
図
ら
れ
農
村
ア
メ
ニ
テ

イ
の
確
保
に
配
慮
し
た
農
村
の
整

備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。当
町
で
は
、
わ
き
上
が
る
風
で

ロ
マ
ン
の
町
づ
く
り
を
ス

ロ
ー
ガ

ソ
に
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ぎ
た
「
風
お
こ

し
運
動
」
の
成
果
を
紹
介
す
る
と

一

式
i

彰

[
表
~

た
~

れ
~

ゎ
~

行
~
で
i

館
~

会
~

条
~

東
~

区
~

田
~

代
~

千
~

京
~

東
~

と
も
に
、
花
づ
く
り
運
動
、
地
域
の
~

公
園
整
備
、
歴
史
民
俗
資
料
の
保
存
~

ま
た
、
古
い
歴
史
を
も
つ
大
谷
文
楽
、
~

山
鳥
坂
し
め
神
楽
な
ど
の
継
承
、
都
~

会
か
ら
農
業
を
目
指
す
人
た
ち
を
受
i

け
入
れ
る
施
設
「
四
国
肱
川
皆
農
塾
」
i

の
設
置
、
そ
し
て
、
肱
川
町
の
農
村
~

風
景
や
名
勝
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。
~

そ
の
結
果
、
過
疎
化
の
進
む
町
を
~

な
ん
と
か
活
性
化
し
よ
う
と
、
農
産
~

物
の
加
工
や
産
業
の
掘
り
起
こ
し
、
~

公
園
整
備
、
自
然
保
護
、
伝
統
芸
能
~

の
保
存
等
に
町
民
が
取
り
組
ん
で
ぎ
~

た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
~

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
を
き
っ
か
け
に
今
後
~

も
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
~

ぎ
た
い
も
の
で
す
。

な
お
表
彰
式
は
十
一
月
二
十
六
日
~

に
東
京
千
代
田
区
の
東
条
会
館
で
行
i

わ
れ
ま
し
た
。

醐回平深奔虚雇村アメニティ•コソクール襄彰式

いるらが→ (+)（九）（八）（七）（六）（五）（四）を齢祉（三）町中作（二）（一）大 こも 年景ぎ像
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第
九
回
肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が

十
一
月
二
十
一
日
高
砂
の
町
民
運
動

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

9

当
日
は
、
雨
が
降
り
あ
い
に
く
の

天
気
で
し
た
が
、
町
内
外
か
ら
の
参

加
も
あ
り
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
町
創
立
五
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
盛
り
沢
山
の
催
し
物

で
、
子
供
相
撲
大
会
、
ふ
れ
あ
い
焼

き
肉
コ
ー
ナ
ー
、
大
道
芸
バ
ナ
ナ
の

叩
ぎ
売
り
、
景
品
付
も
ち
ま
き
、
フ

ワ
フ
ワ
マ
リ
オ
、
お
も
し
ろ
自
転
車
、

小
学
生
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
、
女
子
中
学

生
に
よ
る
仮
装
大
賞
、
商
工
ふ
れ
あ

い
市
、
農
協
•
森
林
組
合
に
よ
る
展

示
即
売
•
N
H
K
I

F
M
公
開
録
音
、

ゅ
う
や
け
ジ
ョ
ッ
キ
ー
コ
ソ
サ
ー
ト

「
ブ
ラ
ス
の
ひ
び
き
」
な
ど
が
行
わ

れ
、
町
内
の
各
種
団
体
が
主
催
・
後

援
し
て
文
字
通
り
町
あ
げ
て
の
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
に
な
り
ま
し
た
。

9回

肱川ふれあいまつり

NHK-FM公開録音「ブラスのひびき」

互供相撲大会成績表）
小学生の部

もり

また、今年も愛媛の森林基金

友の会の人たち二百三十人が貸

切りバス五台で参加し、まつり

に花を添え一段と盛り上がりま

区分 学年 順位 チーム名及び選手名 参加数

且 4年生
1 予子林小チーム

2 大谷小チーム 5チーム
戦 以 上 3 正山小チーム

1 川上栄作（中野小）

4年生
2 土居紘一（正山小）

23名
3 高岡寿光（予子林小）

個 3 和気充裕（岩谷小）

1 上田敏行（大谷小）

人 5年生
2 宮岡和也（ ” ） 22名
3 宮本圭二（中野小）

3 池田光章（ ” ） 戦 1 9晶,氷、 優（大谷小）

6年生
2 上岡孝史（中野小）

26名
3 岡本 竜（大谷小）

3 寺岡裕治（ ” ） 

. --
景品付もちまき「何かあたるといいね」

中学生の部

区分 学年 順位 チーム名及び選手名 参加数

1 宮 尾 尚 志

1年生
2 寺 岡 貴 志

24名
3 J 11 上 和 洋

個 3 和 気 隼 人

1 中 岡 哲 春

人 2年生
2 二 川原 聡

25名
3 9品• 永 周 作

3 宮 和 也
戦 1 中 野 芳 将

3年生
2 新 山 茂

27名
3 上 田 健 司

3 山 本 幸 司

子
供
相
撲
大
会
成
績
表
は

次
の
と
お
り
で
す
。

し
た
。
是
非
、
来
年
も
ご
参
加
下

さ
い
。今
年
は
雨
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
う
し
た
活
気
の
み
な

ぎ
っ
た
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を

一
日
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い

で
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ス

テ
ッ
プ
に
し
て
こ
れ
か
ら
の

町
づ
く
り
を
進
め
る
風
お
こ

し
運
動
へ
と
展
開
し
て
ゆ
き

た
い
も
の
で
す
。

子供相撲 大熱戦

ーイン
~ 愛媛県文化振典酎悔ごン／ 踊 .... 
4 
9 - -••— •— --~ ‘`̀‘―---▼一0 ----テ--• 

特設舞台で文化協会による演芸大会
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十
一
月
二
十
日
に
肱
川
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
の
前
夜
祭
と
し
て
公
民
館
で

中
高
年
齢
を
対
象
に
、
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

こ。t
 講師
は
、

N
H
K
文
化
セ
ソ
タ
ー

の
青
山
敏
彦
氏
で
す
。

そ
れ
で
は
、
講
浪
の
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

寝
だ
め
・
食
い
だ
め
・
運
動
だ
め

は
で
き
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
気
を

つ
け
て
毎
日
継
続
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。中
国
の
華
佗
の
教
え
に
、
五
禽
戯

（
ご
き
ん
ぎ
）
が
あ
る
。

猿
・
虎
・
鹿
・
フ
ク
ロ
ウ
・
熊
の

五
種
類
の
動
物
の
物
真
似
を
し
て
生

活
す
れ
ば
よ
い
。

猿
ー
プ
ラ
下
が
る
。
懸
垂
運
動

に
よ
り
背
骨
を
伸
ば
す
。
プ
ラ
下
が

る
器
具
が
な
け
れ
ば
、
二

0
秒
間
、

三
ー
五
回
伸
び
を
し
、
椎
間
を
引
き

伸
ば
し
、
新
し
い
血
液
を
中
に
入
れ

NHK  
ひじかわふれあいイベント

健康講話

「体操と健康づくり」

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

虎
ー
四
つ
ん
ば
い
に
な
り
歩
く
。

立
位
で
は
消
化
器
官
が
下
に
圧
迫
さ

れ
っ
ば
な
し
な
の
で
、
四
つ
ん
ば
い

に
な
り
消
化
器
官
の
位
置
を
か
え
て

や
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
昔
は
ぞ

う
き
ん
が
け
を
し
て
い
た
が
、
今
は

し
な
く
な
っ
た
。
八
畳
間
を
三
周
す

れ
ば
よ
い
。
も
っ
と
よ
い
方
法
は
、

逆
立
ち
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

鹿
ー
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
は
心

臓
に
負
担
を
か
け
る
の
で
、
歩
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
一
日

一
万
歩
歩

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
百
メ
ー
ト

ル
を
一
分
間
で
歩
く
。
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
一

0
分
間
で
歩
く
。
大
股
で

歩
く
。
歩
幅
は
七

0
ー
七
五
セ
ソ
チ

メ
ー
ト
ル
で
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
一

三
o,____,
一
五
〇
歩
で
歩
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

歩
く
こ
と
に
よ
り
末
端
の
血
液
循

環
が
よ
く
な
る
。
姿
勢
も
よ
く
な
る
。

背
筋
も
強
く
な
り
二
重
、
三
重
効
果

大
で
あ
る
。

フ
ク
ロ
ウ
ー
年
齢
と
と
も
に
視

野
は
狭
く
な
り
、
行
動
す
る
範
囲
が

狭
く
な
っ
て
く
る
。
首
を
動
か
し
、

行
動
能
力
を
確
保
す
る
。

首
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
血
液
循

環
が
よ
く
な
り
、
肩
こ
り
の
予
防
に

も
な
る
。

熊
ー
上
半
身
を
強
く
す
る
。
腕

立
て
ふ
せ
は
一

0
回
程
度
が
限
度
、

多
く
し
す
ぎ
る
と
筋
肉
が
疲
れ
逆
効

果
に
な
る
。
回
数
を
減
ら
し
、
一
回

の
重
み
（
負
荷
）
を
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
ら
れ
る
年
齢
は

六
十
五
歳
で
す
が
、

六
十
歳
に
な
れ
ば
、

希
望
す
る
年
齢
か
ら

繰
上
げ
て
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
年
金
額
は
六

十
五
歳
に
達
し
た
時

に
本
来
受
け
ら
れ
る

年
金
額
か
ら

一
定
の

割
合
で
減
額
さ
れ
受

給
率
は
表
の
と
お
り

で
す
。
（
六
十
六
歳

か
ら
増
額
し
て
受
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
）
た
だ
し
、
繰
上
げ
請
求
す

る
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①

一
度
請
求
す
る
と
、
後
で
請
求

を
取
り
消
し
た
り
、
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

②
受
け
取
る
年
金
額
は
、
請
求
し

た
年
齢
に
応
じ
て
表
の
よ
う
な
割

合
で
少
な
く
な
り
、
六
十
五
歳
以

降
も
こ
の
割
合
で
支
給
さ
れ
終
生

老齢基礎年金の

繰上げ請求は慎重に

風
呂
あ
が
り
の
身
体
の
柔
ら
か
い

時
に
、
以
上
の
運
動
（
体
操
）
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
健
康
を
保
持
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

三
十
歳
前
後
の
成
熟
し
た
状
態
を

-
0
0％
と
す
れ
ば
、
身
体
を
動
か

さ
な
い
人
は
六
十
五
歳
の
時
に
は
三

（老齢基礎年金の繰上げ支給と繰下げ支給）

増

額

率

巳

70
歳

]

69歳
給支

>

68
歳

げ下

>

67歳
繰」

]
 ]

叩

一
郎
歳

_

岡

-65歳

一

郎

一
64歳
]

63歳
給支

一

郎

一

62歳
げ上

一

虞

ー
61歳
繰」

＿

饂

一

―

―

睾

ー
60歳

ー

ニ

―

減

額
支

給

率

0
％
に
減
少
し
て
し
ま
う
。
ト
レ
ー

ニ
ソ
グ
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
体

力
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

当
日
は
約
百
三
十
人
の
方
々
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
健
康
づ

く
り
は
知
識
で
は
な
く
、
毎
日
の
実

行
が
大
切
で
す
。

か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
厚
生
年
金
の
加
入
者
と
な
っ
た

と
ぎ
（
会
社
に
再
就
職
し
た
時
な

ど
）
は
年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ

ま
す
。

④

請

求

し
た
後
で
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金

が
う
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑤
老
齢
厚
生
年
金
や
老
齢
共
済
年

金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

づに十昭 の業
きな二和納で優←一一社会保険庁長官表彰一ーゴ
ごり年四税す良 I

協まの十組 ！ ！ 

力す小八合 間 I
民゚ IF顧野川納税組合が受賞 i

を°藪年の 地 L
おこにの受 区こを会和納にまにミニ修年
願れつ中賞 組れ受保気税おしおユ十大金平
いかづ居は 織は賞険俊組いたい三二会委成
しらい谷肱 と 国さ庁次合て°てプ日カ

し民れ
t員五

まもて‘川 ま喜氏へ下こ開；松‘地年
すひ三昭町 て年 -代鹿の催、ノ 山十区 度
゜き度和で の金し表が表野大さ夕市一 別国
つ目六は も 事；彰社者 川 会れ lコ月研民
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毎
年
行
っ
て
い
る
町
長
に
よ
る
在

宅
で
療
養
さ
れ
て
い
る
方
の
家
庭
訪

問
を
今
年
も
十
一
月
十
一
日
・
十
二

日

・
ニ
十
四
日

・
ニ
十
六
日
の
四
日

間
行
い
、
三
十
二
人
の
皆
さ
ん
を
お

見
舞
い
激
励
し
ま
し
た
。

こ
の
訪
問
は
、
病
気
や
高
齢
で
寝

た
き
り
に
な
ら
れ
て
い
る
方
を
お
見

舞
い
す
る
と
と
も
に
介
護
を
さ
れ
て

い
る
方
か
ら
日
頃
お
世
話
さ
れ
て
い

る
ご
苦
労
や
ご
家
族
の
ご
負
担
に
つ

い
て
、
お
話
や
ご
意
見
を
聞
ぎ
、
今

後
の
福
祉
行
政
に
生
か
し
て
い
く
た

め
の
も
の
で
す
。

当
日
は
、
看
護
婦
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
、
福
祉
係
も
同
行
い
た
し
ま
し

こ。t
 今年も町長が

在宅観養者を訪問

若
い
人
達
の
転
出
や
介
護
さ
れ

て

い
る
方
の
高
齢
化
な
ど
在
宅
療
養
に

つ
い
て
の
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
町
で
は
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ソ
タ
ー
や
介
護
支
援
セ
ソ
タ
ー
の
開

設
に
よ
り
こ
れ
ま
で
以
上
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
出
来
る
体
制
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
等
気
軽
に
ご

利
用
い
た
だ
ぎ
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

養生してくださいと町長さん

～あなたのやさしさを～

NHK海外たすけあいに
今、世界のどこかで 1週間に 1度の

割合で大ぎな災害が起きています。そ

して、戦争等のために、飢餓や貧困で

苦しい生活を送っている人がいます。

日本赤十字では、 「あなたのやさし

さを」をスローガ ‘ノ としてNHK海外

たすけあいを実施しています。

この運動は、自然災害や戦争等によ

る国際救援事業及び発展途上国に、救

援や自立への努力を支援することを目

的としています。

運動実施期間は12月 1日から12月25

日までの間です。

義援金の受付けは、郵便局や農協又

は義援金取り扱い表示のある金融機関

で行っております。

あなたの小さなやさしさが大きな援

助になります。皆さんの湿かいご協力

をお願いします。 拾ったドングリを正山小学校校庭に集める児童

た
く
さ
ん
集
め
ら
れ
た

0
0
0
0
 

今
年
も
森
林
組
合
で
は
、
ソ
イ
タ
を
支
え
る
取
り
組
み
と
し
て
昭
和
四

ケ
栽
培
に
使
う
ク
ヌ
ギ
の
原
木
育
成
十
六
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

に
役
立
て
よ
う
と
、
町
内
の
小
学
校

に
呼
び
か
け
十

一
月
五

日
に
集
め
ら
れ
た
ド
ソ

グ
リ
の
収
集
に
正
山
小

学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

今
年
は
表
年
の
た
め

か
昨
年
よ
り
は
る
か
に

多
い
ド
ソ
グ
リ
に
職
員

も
あ
っ
と
う
さ
れ
ま
し

た
。
ト
ラ

ッ
ク
い
っ

ぱ

い
に
集
め
ら
れ
た
ド
ソ

グ
リ
は
全
部
の
合
計
で

四
十
八
万
四
千
個
あ
ま

り
で
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
児
童

の
教
材
に
役
立
て
る
の

と
同
時
に
町
の
主
産
業

-―̀/―ーn負のプXK孔〉⑫）
大
野
純
平
く
ん
（
中
野
）

平
成
4
年
1
月
18
日
生

1
歳
11
か
月

最
近
、
す
ご
く
わ
が
ま
ま
っ

子
。
だ
っ
こ
に
お
ん
ぶ
は
大

好
き
で
、
歯
み
が
き
と
お
家

の
中
は
大
嫌
い
。

来
年
は
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な

る
か
ら
少
し
は
、
ら
し
く
な

る
か
な
っ
て
期
待
し
て
い
ま

す。毎
日
姉
と
二
人
で
仲
よ
く
遊

ん
で
い
ま
す
。
時
々
は
、
い
た

ず
ら
を
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

お
風
呂
が
大
好
き
で
す
。

小
さ
く
産
ま
れ
ま
し
た
が
、

こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

お父さん

公生さん

お母さん

恭子さん

ゆ

き

沖
野
由
紀
ち
ゃ
ん
（
上
森
山
）

平
成
4
年
1
月
2
9
日
生

1
歳
11
か
月

お父さん

健司さん

お母さん

恵美香さん
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年
の
瀕
と
な
る
と
、
と
か
く
犯
罪

や
事
故
に
対
す
る
注
意
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
、
現
金
を
狙
っ
た
犯
罪
や
交

通
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

警
察
で
は
、
地
域
住
民
の
方
が
犯

罪
や
事
故
に
遭
う
こ
と
な
く
、
明
る

い
新
年
を
迎
え
て
い
た
だ
く
た
め
に

特
別
警
戒
を
行
い
ま
す
が
、
地
域
や

家
庭
で
も
次
の
点
に
注
意
し
て
下
さ

、0し
年
末
年
始
を
迎
え
、
暴
力
団
関
係

者
に
よ
る
門
松
、
正
月
用
の
置
物
な

ど
の
押
売
り
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
勇
気
を
出
し

て
断
り
、
対
応
に
困
っ
た
と
き
は
、

す
ぐ
警
察
に
通
報
し
て
下
さ
い
。

【
暴
力
団
を
町
か
ら
締
め
出
そ
う
】

年
末
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
ス

キ
を
つ
か
れ
て
、
ス
リ
、
ひ
っ
た
＜

り
、
空
ぎ
巣
狙
い
等
の
被
害
に
遭
う

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

多
額
現
金
は
持
ち
歩
か
な
い
、
家

に
置
か
な
い
よ
う
に
し
、
外
出
す
る

と
き
は
た
と
え
短
時
間
で
も
鍵
を
掛

け
て
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
警
察
で
は
、
金
融
機
関
、

コ
ソ
ビ
ニ
エ
ソ
ス
ス
ト
ア
ー
、
パ
チ

ソ
コ
景
品
買
取
所
等
に
対
し
て
、
一

一
月
、
―
二
月
の
ニ
カ
月
間
『
C
P

作
戦
』
を
実
施
し
て
警
戒
を
強
め
、

事
件
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
】

熙火災で明るい新年を迎えましょう

年末年始は何かと忙しく、火の取扱いが疎

かになりがちで、毎年この時期に火災が多く

発生しています。

火災のほとんどは、「消し忘れ」 「使用方法

の誤り」等から発生しています。

火災を起こさないため、次のことに注意し

て、かけがえのない生命や大切な財産を火災

から守りましょう。

1 寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

2 マッチやライターは、子供の手の届かな

いところに置く。

3 風の強いとぎは、たき火をしない。

4 天ぷらを揚げるときは、その場をはなれ

なし‘o

5 ストープには、燃えやすいものを近づけ

なし ‘o

6 万ーのために、水バケツや消火器などを

準備しておく。

7 お年寄りや子供は、

場所に寝かせる。

1階の非難しやすい

【年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
】

年
末
年
始
は
人
の
行
き
来
が
多
く

な
り
、
交
通
渋
滞
や
雑
踏
が
予
想
さ

れ
、
先
を
急
ぐ
余
り
、
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
や
無
理
な
追
越
し
等
に
よ

り
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
し
て
、
車

間
距
離
を
十
分
に
と
る
な
ど
、
時
間

的
に
も
、
精
神
的
に
も
ゆ
と
り
の
あ

る
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
少
し
で
も
お
酒
を
飲
ん
だ

と
ぎ
に
は
、
絶
対
に
車
の
運
転
は
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【雑
踏
事
故
防
止
】

初
詣
で
な
ど
人
が
集
ま
る
場
所
に

ま
、

，
ー
（

0

お
酒
を
飲
ん
で
行
か
な
い

0

押
し
合
わ
な
い

な
ど
に
注
意
し
て
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

平
成
五
年
中
、
肱
川
町
町

L
 

租

民
の
皆
様
方
に
は
、
警
察
行

の

政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と

ら

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

か

こ。

所在

し
t

駐

平
成
六
年
に
お
き
ま
し
て

も
、
肱
川
町
を
事
件
事
故
の
な
い
住

み
よ
い
町
に
す
る
た
め
、
肱
川
、
宇

和
川
両
駐
在
所
勤
務
員
共
頑
張
っ
て

行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど

う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

肱

川

駐

在

所

田

中

亮

宇

和

川

駐

在

所

河

野

仁

志

12月はふぐ中毒防止月間
-------------------------・ーニー------------

〇
S
マ
ー
ク
を
ご
存
じ
で
す
か
！

信
頼
で
き
る
理
容
店
、
美
容
店
、

ク
リ
ー
ニ
ソ
グ
店
の
シ
ソ
ボ
ル
マ
ー

ク
お
店
を
選
ぶ
な
ら
、

S
マ
ー
ク
に

ご
注
目
く
だ
さ
い
。

S
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
消
費
者
の

要
望
か
ら
生
ま
れ
た
制
度
で
、
厚
生

大
臣
認
可
の
標
準
営
業
約
款
に
従
っ

て
営
業
し
て
い
る
安
心
と
信
頼
の
し

る
し
で
す
。

消
費
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

お
店
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
標
準
）
正
確
な
技
術
。
き
め
細
か

）
な
対
応
な
ど
、
お
客
様
に
提

rd
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
別

・

面
内
容
を
明
確
に
表
示
し
、
そ

-

4

 S
の
実
施
を
お
約
束
い
た
し
ま

す。

（
 

（
衛
生
）
美
し
く
清
潔
に
。
厳
し
い

管
理
基
準
に
従
い
営
業
施
設

□
の
維
持
・
管
理
を
行
い
、
お

ati
客
様
に
衛
生
面
で
気
持
ち
の

叩
ょ
い
細
や
か
な
配
慮
を
怠
り

CS
ま
せ
ん
。

（
安
全
）
ま
か
せ
て
安
心
。
万
一
事

）
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

"
>
J
 
et
お
客
様
に
事
故
賠
償
基
準
に

・一、a
 
S
基
づ
き
損
害
賠
償
を
行
い
ま

（
す
。

S
マ
ー
ク
は
、
三
つ
の

S
の
頭
文

字
を
と
っ
た
も
の
で
、
五
本
の
線
は
、

消
費
者
と
登
録
店
と
各
都
道
府
県
環

境
衛
生
営
業
指
導
セ
ソ
タ
ー
が
お
互

い
に
信
頼
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
標
準
営
業
約
款
制

度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
全
国
環
境

衛
生
営
業
指
導
セ
ソ
タ
ー

(
6
0
-
――_＇三
三
五
一

ー

ニ
三
八
一
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・I -.  

なくそう

v 
猛毒！ ふぐ毒

、 青酸カリの1,000倍の毒の怖さ
i 

入料理は危険
部分は提供しない‘
V ヽ● ●曾

v 
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ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
は
だ
れ
で

も
楽
し
く
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
病
気
な
ど
で
そ
れ
が
で

き
な
い
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た

が
今
、
「幸
せ
だ
な
あ
」
と
思
っ
た
ら、

そ
の
気
持
ち
を
分
か
ち
あ
い
歳
末
た

す
け
あ
い
に
寄
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

寄
付
を
さ
れ
た
人
も
喜
び
、
寄
付
を

し
た
人
も
あ
た
た
か
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
こ
の
運
動
は
歳
末
に
あ
た

り
援
護
の
必
要
と
し
ま
す
「
独
居
、

＂寝

た
き
り
老
人
、
心
身
障
害
者
、
長

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
実
施
中

期
療
養
者
、
生
活
困
窮
者
」
等
の
人
々

に
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
援
護
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

運
動
実
施
期
間
は
、
十
二
月
一
日

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヶ

月
間
で
す
。
肱
川
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
今
年
も
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
、
あ
た
た
か
い
善
意
の
寄
付
金
を

頂
き
援
護
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

十
二
月
十
日
に
は
、
病
院
で
の
長

期
療
養
者
、
施
設
の
入
所
者
を
訪
問

し
、
十
二
月
二
十
七
日
に
は
、
募
金

（ご饂力ありがとうございました）
（赤い羽根募金）実績総額894,802円

十
月
一
日
よ
り
赤
い
羽

根
共
同
募
金
が
、
全
国
各

地
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
肱
川
町
で
も
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

得
て
、
あ
た
た
か
い
善
意
訳

の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
目

標
額
を
達
成
す
る
こ
と
が
¢

で
き
ま
し
た
。
こ
の
募
金

金

は
、
町
内
の
生
活
困
難
な

人
へ
の
援
護
、
児
童
、
老
募

人
、
心
身
障
害
者
等
の
福

祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

゜
◎戸別募金
部 落 金 額 部 落 金 額

小畑井 3,050円 下鹿野川 26,500円

萩野尾 2,500 上鹿野）11 33,100 

汗 生 15,000 尽， 造 2,500 

道野尾 10,000 見の越 3,001 

上森山 7,500 月野尾 4,950 

八重栗 5,500 下敷水 9,100 

山 槌 11,000 敷 水 10,500 

協 生 17,626 上敷水 5,000 

嘉 城 12,500 下嵯峨谷1 6,600 

::I±: ノ’‘ 栄 16,600 下嵯峨谷2 1,500 

中居谷 26,119 上嵯峨谷 6,650 

白 石 11,150 菟野尾 11,000 

影 地 9,803 橡の木瀬 2,000 

広 常 21,000 柳 10,400 

久 保 17,000 郷 9,000 

大 平 14,350 市之畦 6,500 

大屋敷 8,000 瓜生谷 8,000 

森 5,800 町 11,950 

肱 栄 7,500 藤野原 9,550 

大 和 17,000 小 倉 3,500 

中 野 35,010 中 津 12,000 

小 藪 2'6,000 合 計 493,309 

◎街頭募金 ◎職域 ・団体募金

9

9

9

,

 
一
児
童
•
生
徒
か
ら
一

一

多

額

の

募

金

一

町
内
の
各
学
校
の
児
童
•

生
徒
か

ら
、
毎
年
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご

協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
も

沢
山
な
募
金
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
善
意
に
答
え
て
、
児
童
の
健

全
育
成
の
た
め
、
積
極
的
に
援
助
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎学校募金（教職員含む）

社
協
だ
よ
り

脚II町保健セソター
B (0894) 34-2340 

配
分
会
を
開
き
、
町
内
の
長
期
療
養

者
、
ね
た
き
り
の
人
を
訪
問
し
て
皆

さ
ん
か
ら
頂
い
た
善
意
を
民
生
委
員

が
代
わ

っ
て
伝
え
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。
「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
明

る
い
お
正
月
」
を
皆
さ
ん
の
菩
意
に

よ
っ
て
、
全
て
の
町
民
が
迎
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

◎大口募金

区 分 金 額

婦人会中央分会 18,321円

正山 17,610 

大谷 15,930 

予子林婦人会 14,650 

合 計 66,511 

昌`
シ
ル
バ

ー
ボ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
交
流
研

修
会
が
十
一
月
二
十
六
日
に
肱
川
町

公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
地
域
で
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
高
齢
者
相
互

の
交
流
及
び
研
修
を
設
け
る
こ
と
に

よ
り
、
高
齢
者
の
組
織
づ
く
り
や
ボ

ラ
ソ
テ
イ
ア
活
動
へ
の
参
加
振
輿
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

研
修
会
に
は
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

員
さ
ん
八
十
名
が
参
加
さ
れ
、
小
藪

老
ク
、
大
谷
老
ク
の
事
例
発
表
の
あ

と
、
意
見
交
換
に
移
り
ま
し
た
。
他

の
ク
ラ
ブ
よ
り
質
問
が
あ
り
、
今
後
、

自
分
た
ち
の
ク
ラ
ブ
の
参
考
と
な
る

も
の
を
勉
強
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
は
前
助
役
・
永
田
利
幸
先
生

よ
り
「
老
人
の
い
き
が
い
」
と
題
し

て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
参
加
、
ボ
ケ
防
止
に
役

立
つ
事
な
ど
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

話
さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
、

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
の
問
題
点
な
ど

を
将
来
に
わ
た
っ
て
の
活
動
指
針
を

示
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小

藪

上

野

正

様

下

鹿

野

川

岡

本

孝

雄

様

汗

生

中

野

モ

モ

子

様

社会福祉協議会へ

ご芳志

区 分 金 額

役場職員 30,374円

建設省事務所 9,500 

老人クラプ 18,500 

青ー ・ 年 団 11,000 

商 工 会 3,000 

社協窓ロ 13,000 

鹿野川車検 5,860 

肱 流 苑 6,573 

区 分 金 額

中野幼稚園小学校 31,318円

正山 ” 17,156 
大谷 ” 3,210 

予子林 ” 9,902 

岩谷 ” 8,638 

肱川中学校 36,269 

大洲高校肱川分校 7,682 

区 分 金 額

10,ooox 2名 20,000 円

5,000 X 2名 10,000 

3,000 X 5名 15,000 

2,000 X 39名 78,000 

合 計 123,000 

シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ノ

／

交

流

研

修

会
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林業山村活性化林業構造改善事業
林

【総合咽林業構造改善事業】

総事業費5億円

一指定年度：平成4年度
取り組み開始

事業実施年度：平成5年～ 8年度 淡

肱
川
町
の
森
林
面
積
四
五

―――四

ヘ

ク
タ

ー
ル
は
、

全
て
民
有
林
で
林
野

率
が
七
―

―パ
ー
セ
ソ
ト
を
占
め
、
生

活
・
文
化
・
経
済
の
向
上
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
山
村
に
お
け
る

産
業
構
造
の
大
き
な
変
革
の
中
で
、

当
町
に
お
い
て
も
後
継
者
不
足
や
高

齢
化
が
進
み
、
農
林
業
振
典
の
担
い

手
が
不
在
と
な
り
、
こ
の
こ
と
が
農

林
業
の
所
得
の
減
少
、
さ
ら
に
は
生

産
意
欲
の
減
退
へ
と
悪
循
環
を
招
い

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
当
町
に
お
い
て
も
、
昭

和
四

二
年
度
に
第

一
次
林
業
構
造
改

善
事
業
の
導
入
を
行
い
、
順
次
、
昭

和
四
八
年
度
に
第

二
次
林
業
構
造
改

善
事
業
、
昭
和
五
三
年
度
に
間
伐
促

進
等
特
別
対
策
事
業
、
昭
和
五
四
年

度
に
地
域
林
業
振
輿
緊
急
特
別
対
策

事
業
、

昭
和
五

六
年
度
に
山
村
林
業

構
造
改
善
事
業
等
を
行
い
積
極
的
に

林
業
生
産
の
基
盤
整
備
や
林
業
就
労

者
の
環
境
整
備
、
森
林
組
合
の
育
成

強
化
等
を
推
進
し
林
地
の
生
産
性
や

林
家
所
得
の
向
上
に
努
め
て
来
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
苦
境
困

構

だ
事
業
実
施
に
あ
た
り

肱

川

町

長

大

野

和

ょ

り

＊主なハード事業
(1)基盤整備事業

区分 路 線 名 延 長 事業費 開 設 の 目 的

林道
受益区域内で徹底して造林及

開設
月野尾～上森山線 3,600m 244,800千円 び保育施業の推進と効率的な

素材生産の実施を図る。

作業 低コスト林業に取り組むとと

道開 岳 線 1,000m 30,000千円 もに複層林整備及び間伐・搬

設 出のモデル団地を整備する。

(2)高性能機械の導入事業

機 種 事業量 事業費 導 入 の 目 的

林 内 作 業 車 2台 3,144千円 高密度生産作業道開設のため
自走式ウイソチ 1 ムロ 4,000 の機械導入及び素材生産用機
ノ＜ ツ ク ホ 2台 15,040 械の導入により生産の近代化

ダ‘ノフ゜トラック 1 ムロ 3,210 を図る。

難
な
時
代
を
克
服
す
る

た
め
に
町
で
は
「
新
し

い
町
創
造
計
画
」
を
基

本
構
想
と
定
め
自
助
努

カ
の
精
神
を
モ
ッ
ト
ー

に
各
種
振
輿
計
画
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
地

域
活
性
化
対
策
を
強
く
打
ち
出
し
、

各
種
事
業
の
導
入
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
、
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用

編集発行

肱川町森林組合

肱川町

(3)地域資源生産施設整備事業

施設（機械）名 事業量 事業費 整 備 の 目 的

しいたけ生産施設 椎茸生産者の新しい意識と技

乾 燥 機 3台 4,017千円 術の向上を図り、ほだ場の集

給 水 施 設 3式 33,328 団化・作業道の高密開設・機

作 業 用 建 物 3棟 7,212 械化等による生産体制の近代

そ の 他 化によ って総合管理を行い、

伏込み場造成 3箇所 247 品質の向上・単位収量の増大・

ほ だ場造成 3箇所 2,880 生産経費の軽減を推進し椎茸

作業道開設 2,047m 20,470 生産の活性化を図る。

林内作業車 6台 3,000 （名荷谷集団ほだ場）

モ ノ レ 八／ 3, 189m 26,150 （宇和川 ” ） トラック （ク レーソ付） 3台 15,000 （大 谷 ” ） 

し
、
林
業
生
産
の
向
上
を
図
る
た
め
、

森
林
組
合
施
設
の
整
備
を
行
い
、
林

業
担
い
手
の
養
成
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
森
林
基
盤
整
備
を
積
極
的

に
推
進
し
て
、
協
業
化
の
促
進
、
施

業
の
集
団
化
、
さ
ら
に
は
当
町
に
豊

富
な
ク
ヌ
ギ
原
木
を
活
用
し
た
椎
茸

生
産
性
の
向
上
等
を
図
る
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
て
林
業
山
村
の
活
性
化

と
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

明る＜暖かいほだ場で良質の椎茸生産を
（小藪）
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《事業の成果 と 目標》

区 分 現在 P 目 標 F t惇 F/P

林業生産性等

素材生産の生産性(m3／人日） 2.4 3.0 125.0 

林内路網密度 (m/ha) 23.6 40.6 172.0 

人工林率 （％） 52.8 55.0 104. l 

地域林業の組織化 肱川町営農林推進会議等によ

組織化の目標 る啓蒙普及及び森林組合の協

業体制の強化により林業生産
活動の組織化を図っていく。

一方、基盤整備用機械施設 ・
素材生産用機械 ・しいたけ生

産施設を整備し林業経営の安

定と地域林業の振興を推進す
る。

林業生産の組織化率（％）

素材生産 84 90 107.1 
造 林 98 98 100.0 
保 ギ目 98 98 100.0 

林産物の生産等

素材生産生産量(mり 3,700 5,400 145.9 
生産額（百万円） 70 140 200.0 

乾、ンイタケ生産量(t) 33 50 151. 5 
生産額（百万円） 125 200 160.0 

シイタケ原木生産量（千本） 200 360 180.0 
生産額（百万円） 40 72 180.0 

生産総額 計 （百万円） 235 412 175.3 

巴 蕊逗疇ぶ暉墜脳臨孟

林業の生産性向上及びコスト軽減のため
林道を開設

今回導入する自走式ウインチ搬
出作業が大幅アップされる
（スカイキャリ ー）

＊平成 5年度事業（計画）

翌r・ター一・慕

記町内のクヌキ林は現在80ha資源
を有効活用して椎茸の安定生産を
（大駄場クヌギ林10年生）

女主なソフト事業

(1)林業施業の共同化 ・協業化の推進に関する事業

地域の林業関係者を構成員とする肱川町営農林推進会議において、協議

会の開催 ・先進地調査 ・啓蒙普及活動を行う。

(2)新技術の普及 ・導入 ・林業に担い手の組織化等に関する事業
肱）1|グリ ーソサービス「HGS」会員（森林組合作業班）を中心に林業の担
い手を増強するとともに、生産意欲の向上・林業生産活動の活性化につな

げるため、組織化会議・研修会 ・講習会の開催及び人材派遣交流を行う。

(3)林産物の生産 ・利用を裔度化する施設整備に関する事業

林業情報処理施設を設置し、森林の状況 ・施業計画・生産計画等を入力

し健全な森林の管理体制を整備する。

事 業 種 目 事業費 事業の肉容

地域協議会活動事業 1,344千円
協議会開催 ・先進地調査 ・

啓蒙普及活動

林業担い手組織化活動事業 1,052 
担い手組織化会議開催・研

修講習会開催・人材脈遣

高能率作業モデル団地整備事業 230 団地運営計画樹立計画書作成

林道整備事業 80,476 月野尾～上森山線

林業生産施設整備事業 26,115 
素材生産用機械導入・基盤

整備用機械導入

地域資源高度利用生産施設整備事業 73,317 しいたけ集団ほだ場整備

計 182,534千円

枝
打
間
伐
施
業
が
い
き

と
ど
い
て
い
る

（小
藪
ヒ
ノ
キ
四
三
年
）

フー：:'.芸 ざ
でて →-•一 =-T:-__;.c,さ
』、翠黍写

・・←ゞら墨ユ翠よ：：遥豆．．．‘.....,r-た，-で.,;--．~r... -4ン必
林内作業車による間伐材の搬出
(HGS大谷班）
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南立面図

農
林
会
館
は
昭
和
四
十
七
年
に
新

築
落
成
以
来
二
十
年
経
過
致
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
各
所
で
雨
も
り
が
す

る
よ
う
に
成
り
応
急
手
当
を
し
て
参

り
ま
し
た
が
ど
う
し
て
も
完
全
に
止

め
る
事
が
出
来
ず
、
又
会
議
室
の
増

設
を
兼
ね
ま
し
て
今
回
補
修
建
築
工

事
を
行
う
事
と
致
し
ま
し
た
。

去
る
十
二
月
四
日
に
入
札
会
を
開

催
し
、
町
内
業
者
、
三
瀕
建
設
・
山

下
建
築
•
宮
本
建
築
・
肱
川
建
設・

上
田
建
設
の
五
社
に
よ
り
実
施
致
し

ま
し
た
。

入
札
結
果
、
肱
川
建
設
が
落
札
と

な
り
、
エ
期
を
二
月
二
十
八
日
と
し

て
施
工
さ
れ
る
事
に
決
定
致
し
ま
し

西立面図

農
林
だ
よ
り

こ。t
 工
事
期
間
中
、
皆
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
致
し
ま
す
が
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

゜
平成5年11月

「
最
終
局
面
の
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
、
注
視
す
ぺ
き

N
A
F
T
A
可
決
後
の
ジ
ュ
ネ
ー
プ
の
動
き
」

ウ
ル
グ
ア
イ
・

ラ
ウ
ン
ド
の
最

終
合
意
期
限
と

さ
れ
た
十
二
月

十
五
日
が
せ
ま

る
な
か
で
、

J

A
全
中
と
全
国
農
政
協
は
、
農
業
者

お
よ
び
市
民
の
代
表
者
約
一
万
名
を

集
め
て
、
十
一
月
十
日
東
京
国
技
館

で
、
「
関
税
化
拒
否
・
米
市
場
開
放

阻
止
国
民
総
決
起
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
一
千
名
も
の
市
民
が

参
加
し
た
決
起
大
会

開
会
の
挨
拶
に
た
っ
た
佐
藤
喜
春

J

A
全
中
会
長
は
「
大
会
前
に
細
川

総
理
と
会
談
し
、
例
外
な
き
関
税
化

を
断
固
拒
否
す
る
よ
う
要
請
し
た
が
、

総
理
は
従
来
方
針
を
堅
持
し
て
い
く

と
応
え
た
。
も
し
万
が
一
総
理
の
発

言
が
ホ
ゴ
に
さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は

全
国
の
農
業
者
に
対
し
、
歴
史
的
と

も
言
え
る
重
大
な
背
信
行
為
と
な
る
。

『
関
税
化
を
受
け
入
れ
た
の
は
細
川

連
立
政
権
で
あ
っ
た
、
日
本
農
業
を

見
殺
し
に
し
た
の
は
細
川
連
立
政
権

で
あ
っ
た
』
と
の
見
方
を
、
失
望
と

憤
り
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
全
国
の

隅
々
ま
で
広
め
て
い
か
ざ
る
を
得
な

い
」
と
、
厳
し
い
口
調
で
訴
え
ま
し

こ。f
 こ
れ
に
対
し
、
大
会
に
出
席
し
た

村
山
日
本
社
会
党
委
員
長
（
連
立
与

党
代
表
）
、
河
野
自
民
党
総
裁
、
お

よ
び
不
破
日
本
共
産
党
委
員
長
は
、

米
な
ど
の
例
外
な
き
関
税
化
を
拒
否

す
べ
き
だ
と
の
主
張
を
明
確
に
示
し
、

ま
た
一
市
民
と
し
て
参
加
し
た
女
優

の
多
岐
川
裕
美
さ
ん
や
東
大
の
森
島

賢
教
授
、
そ
れ
に
岩
手
県
衣
川
村
の

佐
々
木
村
長
も
、
農
業
者
の
主
張
を

強
く
支
持
し
ま
し
た
。

勢
い
づ
く
の
か
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
交
渉

一
方
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
ガ
ッ
ト
本

部
で
は
、
ウ
ル
グ
ア
牙
・
ラ
ウ
ソ
ド

が
決
着
か
失
敗
か
の
重
大
な
最
終
局

面
に
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
十
一
月

下
旬
を
前
に
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の

交
渉
は
急
速
に
動
ぎ
出
す
可
能
性
が

出
て
ぎ
ま
し
た。

そ
の
最
大
の
要
員
は
、
十
一
月
十

七
日
ア
メ
リ
カ
議
会
の
下
院
が
、
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
時
代
に
メ
キ
シ
コ
お
よ
び

カ
ナ
ダ
と
の
間
で
合
意
し
た
北
米
自

由
貿
易
協
定
(
N
A
F
T
A
、
ナ
フ

タ
）
を
認
め
る
と
の
結
論
を
下
し
た

こ
と
で
す
。

N
A
F
T
A
の
受
け
入
に
つ
い
て

は
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
や
環
境

保
護
団
体
が
「
メ
キ
シ
コ
の
安
い
賃

金
や
、
工
業
排
水
な
ど
で
緩
い
環
境

基
準
を
求
め
て
、
ア
メ
リ
カ
の
工
場

が
メ
キ
シ
コ
側
へ
移
転
し
、
国
内
の

失
業
問
題
が
さ
ら
に
深
刻
に
な
る
」

と
し
て
、
こ
の
自
由
貿
易
協
定
を
拒

否
す
べ
き
だ
と
の
議
会
工
作
を
強
力

に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

最
終
的
に
ア
メ
リ
カ
の
議
会
は
、
メ

キ
シ
コ
と
の
自
由
貿
易
拡
大
に
よ
る

利
益
を
重
視
し
、

N
A
F
T
A
を
承

認
し
た
わ
け
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
ウ

ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ソ
ド
は
最
終
合
意

へ
む
け
一
気
に
急
進
展
す
る
と
の
期

待
が
高
ま
っ
て
き
た
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
十
一
月
十
七
日

の
議
会
投
票
で

N
A
F
T
A
は
極
め

て
僅
差
で
可
決
さ
れ
た
実
態
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ

力
政
府
は
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ソ

ド
の
合
意
が
議
会
で
否
決
さ
れ
る
こ

と
を
恐
れ
、
最
終
段
階
に
お
い
て
も
、

大
幅
な
譲
歩
が
い
っ
そ
う
困
難
と
な

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
最
終
合
意
が

実
現
す
る
か
は
、
依
然
と
し
て
予
断

を
許
さ
な
い
と
の
見
方
も
伝
わ
っ
て

来
て
い
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、

N

A
F
T
A
を
議
会
で
通
す
た
め
に
ク

リ
ソ
ト
ソ
政
権
は
「
ジ
ュ
ネ
ー
プ
で

の
譲
歩
は
し
な
い
」
と
い
っ
た
「
空
手

形
」
を
切
り
な
が
ら
、

N
A
F
T
A

反
対
議
員
を
説
得
し
た
経
過
が
あ
る

た
め
な
の
で
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
残
さ
れ
た
数
週

間
、
最
終
合
意
を
め
ぐ
る
各
国
間
の

国
益
と
国
益
の
ぶ
つ
か
り
合
い
は
い
っ

そ
う
激
し
く
な
り
、
最
終
段
階
ま
で

ぎ
り
ぎ
り
の
交
渉
が
続
く
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
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ち

枝

打

に

優
良
材
生
産
に
は
、
枝
打
ち
は
欠

か
せ
な
い
作
業
の
一
っ
で
す
。
し
か

し
、
適
正
に
枝
打
ち
さ
れ
て
い
る
方

は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回
は

枝
打
ち
技
術
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
の

で
、
よ
く
読
ん
で
良
い
成
果
が
あ
が

る
よ
う
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

一
、
枝
打
ち
の
効
果
（長
所
）

①
完
満
な
木
を
つ
く
る
。

幹
の
肥
大
生
長
は
葉
付
き
の
多
い

枝
の
着
生
箇
所
が
最
も
大
ぎ
く
、
そ

こ
よ
り
下
の
方
に
い
く
に
従
い
減
少

す
る
の
で
、
こ
の
最
大
生
長
点
を
枝

打
ち
に
よ
り
、
順
次
上
方
に
移
動
さ

せ
て
幹
の
上
下
の
太
さ
の
差
を
少
な

く
し
、
完
満
度
の
高
い
木
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
。

②
林
木
間
の
競
争
の
緩
和

林
木
は
隣
リ
同
士
で
い
つ
も
自
分

の
枝
を
よ
り
大
き
く
伸
ば
そ
う
と
競

争
を
し
て
い
る
が
、
枝
打
ち
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
競
争
を
あ
る
程

度
緩
和
す
る
。

③
無
節
材
を
つ
く
る

生
枝
を
上
手
に
打
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
無
節
の
材
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
。

④
曲
が
り
を
直
す

枝
打
ち
に
よ
っ
て
枝
の
バ
ラ
ソ
ス

を
と
り
、
幹
の
曲
が
り
を
直
す
こ
と

が
で
ぎ
る
。

二
、
枝
打
ち
の
短
所

①
生
長
量
の
低
下

枝
打
ち
は
葉
の
量
を
減
ら
す
た
め

生
長
が
減
退
す
る
。
特
に
、
ヒ
ノ
キ つ

て

で
は
一
度
に
多
く
の
生
枝
を
打
つ
と

生
長
の
減
退
が
ス
ギ
に
比
べ
て
大
き

い
の
で
注
意
を
要
す
る
。

②
ボ
タ
ソ
材
の
発
生

下
手
な
枝
打
ち
、
太
い
枝
等
を
打

つ
と
、
巻
き
込
み
が
遅
れ
ボ
タ
ソ
材

が
で
き
る
可
能
性
が
大
ぎ
い
。
（
但

し
柱
材
で
は
柱
の
面
よ
り
内
側
に
で

き
、
隠
れ
る
た
め
問
題
は
な
い
が
、

板
材
に
し
た
と
き
に
は
問
題
と
な
る
。
）

③
経
費
と
労
力
が
か
か
る

枝
打
ち
は
経
費
と
労
力
が
か
な
り

か
か
る
た
め
、
枝
打
ち
を
す
る
木
を

考
え
て
選
び
、
（
高
く
売
れ
る
可
能

性
の
あ
る
木
）
実
施
す
る
こ
と
。

三
、
枝
打
ち
の
基
本
的
な
考
え
方

①
枝
打
ち
を
す
る
木
の
選
定

枝
打
ち
は
も
と
も
と
優
良
材
生
産

を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
、
優
良

材
と
し
て
価
値
の
な
い
曲
が
っ
た
木
、

ふ
た
ま
た
の
木
、
す
で
に
太
り
す
ぎ

た
木
等
、
柱
材
と
し
て
今
か
ら
枝
打

ち
し
て
も
無
節
に
な
ら
な
い
木
等
は

枝
打
ち
を
し
て
も
無
益
で
あ
る
。

②
木
造
り

枝
打
ち
の
効
果
を
充
分
発
揮
さ
せ

る
た
め
に
は
、
直
材
を
作
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
に
は
品
種
的
な
問
題
も

あ
る
が
、
木
は
植
栽
後
―

0
年
く
ら

い
の
間
に
柱
二
本
玉
分
六
メ
ー
ト
ル

か
ら
七
メ
ー
ト
ル
の
樹
高
と
な
る
の

で
、
そ
の
間
の
手
入
れ
、
特
に
木
起

し
等
ち
ょ
っ
と
の
注
意
で
か
な
り
効

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
枝
打
ち
を
始
め
る
時
の
幹
の
太
さ

い

柱
材
を
生
産
す
る
場
合
‘
―
つ
の

材
面
に
節
が
出
る
か
否
か
で
、
ヒ
ノ

キ
な
ら
ば
約
一
万
円
の
価
格
差
が
出

る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
枝
打
ち
を

す
る
こ
と
で
す
。
即
ち
、
柱
の
材
面

に
節
や
巻
き
込
み
跡
が
残
ら
な
い
よ

う
に
枝
打
ち
す
る
に
は
、
枝
を
打
っ

た
跡
が
き
れ
い
に
巻
き
込
み
、
年
輪

の
乱
れ
が
元
に
も
ど
っ

た
面
が
柱
の

材
面
に
く
る
よ
う
に
枝
打
ち
を
す
べ

き
で
、
一
般
的
に
枝
打
ち
開
始
の
幹

の
太
さ
は
、
枝
下
直
径
が
七
セ
ソ
チ

に
達
す
る
前
に
開
始
す
る

こ
と
が
大

切
で
す
。

四
、
枝
打
ち
の
方
法

①
枝
打
ち
の
季
節
は
生
長
の
止
ま
っ

て
い
る
十
一
月
上
旬
か
ら
翌
年
三
月

ま
で
が
最
適
で
す
。

②
枝
打
ち
の
道
具
は
、
枝
打
面
が
平

滑
と
な
る
よ
う
な
ナ
タ
、
鎌
を
使
用

す
る
と
よ
い
。

③
枝
の
打
ち
方

①
切
り
口
が
で
き
る
だ
け
平
滑
に
な

る
よ
う
に
す
る
。

②
一
度
に
打
ち
上
げ
な
い
よ
う
に
回

数
を
増
や
す
。
（
柱
材
二
玉
取
り
の

た
め
に
は
約
七
メ
ー
ト
ル
必
要
で
あ

り
、
こ
れ
を
五
、
六
回
に
分
け
て
打

ち
上
げ
る
の
が
よ
い）

③
枝
の
打
ち
止
め
径
を
一
定
に
す
る
。

但
し
、
林
木
の
大
き
さ
を
揃
え
る
た

め
に
は
枝
打
ち
に
強
弱
を
つ
け
る
。

④
枯
れ
た
小
枝
ま
で
完
全
に
除
去
す

る。⑤
枝
打
ち
面
、
そ
の
他
へ
傷
を
つ
け

な
い
。

⑥
大
径
枝
ま
た
は
枝
隆
の
あ
る
枝
の

育

4500 
（自然枯死）

4000 

4300残存本餃

(600)( ）は伎採本散

＇ 

3700 

林技術体系
生産目標10.5cmx 10.5cmX3.0m無節柱
枝打ちは技着部の幹の直径が7cmまでに

襟準成長曲線
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6.5 

12 

8.2 

15 17 18 20 

10.4 11.4 12.0 

23 25 

14.8 

□ ● ●0・日

打
ち
方
に
注
意
。

⑦
林
縁
木
は
枝
打
ち
し
な
い
か
、
控

え
目
に
す
る
。

以
上
が
優
良
材
生
産
の
た
め
の
枝

打
ち
で
す
が
、
優
良
材
生
産
は
枝
打

ち
の
み
で
は
で
ぎ
ま
せ
ん
。
植
え

て

か
ら
伐
採
ま
で
の
別
図
に
示
し
た
育

林
技
術
体
系
図
に
従
っ

て
、
自
分
の

山
の
木
に
注
意
を
は
ら
い
、
順
次
各

作
業
を
徹
底
し

て
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
優
良
材
は
つ
く
れ
ま
す
。

(500) 

30 

17.8 

1700 

35 

1919 

5m 

樹
高

A＝良
A＝枝隆のある場合

B＝不良
B＝枝隆のない場合
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三三／ーら一ー／―＿------[
県森連市況

平成 5年11月27日

大洲木市より （単位m'当り 円）

長さ 末口径
スギ ヒノキ マッ

その他
直曲がり 直 曲がり 直

7 CJil 下上本本 46 80 8 0 
本 225
本本 9726 9 3 

本 558 ［ 松パルプ
8 cm 本 620 本 836 口 7cm 

4m 
13⑳上i 下26,500 52,000 18cm上38,000 5さ00円1／.8mm暑
18 cm 24,500 50,000 24cm上22,000
2 4 cm 25 500 50 000 30cm上28000 
7 cm 本 256本本 1 3 8 本 332本本 2 2 3 雑胃パルプ

8 rn上i 『本 520 522 本 580 603 口 7cm 

3m 11 cm 
20,100 32,600 ,さ6001円.8／mm' 

13 cm 30,500 48,400 !BcmJ: 28,000 
18 cm 25,500 44,600 似4呵上 21,000
2 4 cm 21 500 00cm上23且）0
7 CID 本本 10 0 本本 一一

本 100本一

長末パ（松さ口リ・杉材32 ~ ・．桧O7 m cm) 2m 8 CID 120 本 120本 一

1 6 CID 上上12,000 22,000 闊cmcm 上上
3 0 cm 

6m 1 3 cm 上上
35,500 81,000 

18 cm 30 500 68 600 

特選 300,000 

足 場 lm当たり 70円～160円 本 180円

特市の御協力ありがとうございました。

備考 杉堅調保合。桧柱中心に買気有り強保合。松保合、 1月17日開設20周年
記念市です。出荷をお願い します。

銘 柄 単 価 比率％ 銘 柄 単 価 比率％

大 厚 5,220 1 特用大葉

中 厚 5,000 2 特用中葉

4ヽ 厚 3,250 5 特用小葉

大ウス 4,540 2 大パレ 3,390 29 

中ウス 5,250 6 中パレ 3,190 19 

中小ウス 4,240 3,Jヽ パレ 2,210 11 

I」ヽ ウス 1,360 2 変 形 1,610 3 

ジャミウス 700 2 色落ウス

冬 大 一色 ‘車`ニヽ 2,210 15 

冬 中 ー 旱ヽ•ヽヽ 子

゜冬 4ヽ ー その他

1．概要 秋子は全般にパレが多く特大の品物も多く見受けた。市況は

セロ系が強保合で推移したものの足長で巻き込みのある中葉

系、小葉系ともに弱保合となった。今後、パレが翁くなると

思われますので、香信で採取する様に心がけましょう。黒子

（黒くなった物、腐った物）は採取しない様にして下さい。

0ご利用の条件
実施期間／平成5年190月 1巳～平成6年 3月31日

ご利用できる方 ／満年齢が20歳以上で、 JAが定める

条件を満たしている方。

ご融資額／最高300万円まで。 ＇

金利の変動／融資期間中に金利は変動しません。

ご返済期間／6カ月以上5年以内

ご返済方法／毎月返済またはポーナス併用返済

担 保 ／不要です。

保 証 人／原則として不要です。

／（愛媛県農業信用基金協会の保証を受

けていただきます。）

料／年1.0％以内保 証

0さらにおトクなJA金利軽減特典
JAとのお取引（例えば給与振込や公共料金口座振
替等）に応じて、さらに金利を軽減（※最大1.4％まで、
年利6.5%）いたします。このチャンスお見逃しなく。

申し込み・問い合せは JA肱川融資課ヘ

ヵェル

”乏ら、黍巾）換える。JAならでは

9仝
のぉト
クメ、

b 
Lb ぼ叛

0らくらくカエル 0
最優遇金利

6.5% 
JA自動車ローン「らくらくカエル」キャンペーンなら

こんなにおトク！

正
月
三
ヶ
日
は
、
勝
手
乍
ら
農
林

会
館
の
日
直
を
廃
止
致
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
緊
急
用
件
に
つ
い

て
の
連
絡
先
を
次
の
通
り
と
致
し
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

※
交
通
事
故
関
係
（
共
済
）

藤
高
清
漉

6
三
四
ー

ニ
五
八
八

※
葬
儀
祭
壇
関
係

中
田
勇
男

6
三
四
ー
ニ
ニ
八
五

※
L
P
ガ
ス
関
係

石
河
健
次

6
三
四
ー

三
五
七
六

宇
都
宮
寿
男
6
三
四
ー

ニ
ニ
五
七

平
成
五
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り

老
人
等
の
利
子
非
課
税
措
置
の
限
度

額
が
引
ぎ
上
げ
ら
れ
る
事
に
成
り
ま

し
た
。

※
改
正
の
内
容

項

目

改

正

前

改

正

後

老
人
等
の
少
額
貯
金
の
三

0

0
三
五

0

利

子

非

課

税

枠

万

円

方

円

老
人
等
の
少
額
公
債
の
三
五

0

三
五

0

利

子

非

課

税

枠

方

円

万

円

※
適
用
時
期

平
成
六
年
一
月
一
日
以
降
に
預
け

入
れ
す
る
貯
金
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は

J
A
肱
川
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

◎
利
子
非
課
税
制
度
の

改
正
に
つ
い
て

⑤

⑳

⑥

 

◎
正
月
三
ヶ
日
の

対
応
に
つ
い
て
の
お
願
い
＠ 
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一

水

稲

一

平
成
五
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
の
水
稲
栽
培

状
況
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
作
付
面
積

平
成
五
年
度
の
水
稲
作
付
面
積
は
（
表
1
)

の
通
り
で
す
。
肱
川
町
で
主
に
栽
培
さ
れ
て

い
る
品
種
に
つ
い
て
、
平
成
四
年
と
比
較
し

ま
す
と
、
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
と
あ
き
た
こ
ま
ち

は
増
加
し
ま
し
た
が
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
日
本

晴
は
減
少
し
ま
し
た
。
大
洲
喜
多
地
区
全
体

で
も
ほ
ぽ
同
様
で
す
。
こ
の
傾
向
は
昨
年
と

ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
の
で
す
が
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
に

つ
い
て
は
増
加
傾
向
か
ら
減
少
に
転

じ
て
い
ま
す
。
栽
培
が
比
較
的
難
し
い
こ
と

と
昨
年
の
品
質
が
芳
し
く
な
か
っ

た
こ
と
が

災
い
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
あ

“
き

た
こ
ま
ち
は
、
味
ぃ
ぷ
ぷ

―
―
〗
]

が
良
い
こ
と
に
加
え
i
9

い

c
s
c
l

晴

2
砂

9
砂

9

c

%
％
～

て
、
作
り
や
す
い
品
＂
ひ

9
珈

1
1
研

2
2
4
0
7
0
(

•91( 

本

種
で
も
あ
る
こ
と
に

8

0

8

1

.

 

よ
り
、
栽
培
が
増
え
日

(
c
l
C
l

て

い

ま

す

。

新

し

い

ぶ

切

侶

誓

竺

品
種
で
あ
る
ひ
め
の
ヒ

L

2

0

6

7

~

ヽ
~
シ

1
1
1
(

(

(

 

ま
い
は
、
栽
培
面
積

1

コ

で
六
坤
と
農
林
訟
号

□5
2
4
如
1
9

躙ぷ
1815-

を
上
回
り
ま
し
た
。
面

5

5

⑱

cS

付
ぁ

な
お
、
全
体
の
栽
培
作
り
A
)
7
)
7
©
%％
~
塁
i

稲
マ

45

霞
盆
42
伊

水
不

g

⑤

5

面
積
は
平
成
四
年
よ

ガ

り
や
や
減
少
し
て
い
の
コ
I

ぃ
ぃ

ltJ

its
い一

ま
す
。

—

二

、

品

種

別

等

級

肱

肱

川

町

盆

討

平
成
五
年
の
出
荷
量
の
多
い
品
種
か
ら
順

に
等
級
比
率
を
（
表
2
)
に
示
し
ま
し
た
。
昨

年
と
比
較
し
て
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
良
く
な
り

ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
良
く
な
い
結
果

に
な
り
ま
し
た
。
日
照
不
足
と
多
雨
が
品
質

l多 rr凩JI.:>4<>7ol /.e/7ol o.:l冷 I 10.U.7OI - I 

面
に
も
影
響
し
て

し
ま
っ
た
よ
う
で

す。（
大
洲
農
業
改
良

普

及

所

曽

我

洋

司）

肱川町の平成5年度品種別等級比幸（表2)
11月 26日現在

ひ`口`

（栗）
〇
園
内
の
ク
リ
1
ン
作
業

今
月
か
ら
二
月
ま
で
の
防
除
作
業
は
越
冬

病
害
虫
の
密
度
低
下
を
下
げ
る
事
に
重
点
を

お
き
ま
す
。
主
要
害
虫
の
越
冬
場
所
は
次
表

の
と
お
り
で
す
。
イ
ガ
、
せ
ん
定
枝
は
集
め

て
焼
却
す
る
か
土
中
に
埋
め
ま
し

ょ
う
。
ま

た
マ
シ
ソ
油
乳
剤

25
倍
散
布
は
、
そ
の
油
膜

に
よ
っ
て
害
虫
を
窒
息
死
さ
せ
る
有
効
な
手

段
で
す
が
散
布
に
あ
た
っ
て
は
次
の
こ
と
に

留
意
し
て
下
さ
い
。

①
厳
冬
日
の
散
布
は
避
け
、
暖
か
く
て
ニ
ー

三
日
晴
天
が
続
く
日
を
選
び
ま
す
。

②
樹
勢
が
が
極
端
に
弱

っ
て
園
や
凍
害
の
起

こ
り
や
す
い
園
で
は
、
散
布
濃
度
を
下
げ
る

か
散
布
を
見
合
わ
せ
ま
す
。

冬

③

殺

虫

作

用

は

前

述

ィ

越

ヮ

て

る

す

法

布

ち

！

分

の
と
お
り
油
膜
に
よ

処

肖を

却

散

づ

除

剤

紅

to分
，

焼

る
窒
息
死
で
す
。
枝

を

ーし

器
る

幹

ま

た

樹

冠

内

部

に

癖

訊

ぢ

htfit
ガ

の
で
荒
捕
ィ

詮

の

を

た

ソマ
屈
↑
卵
雌
配

て
い
ね
い
に
散
布
し
態
防
ツ

犬J
 
冬

所

幹

幹

痕

浅

て
下
さ
い
。

④

冬

季

の

二

度

散

布

越

場

翻

拉

頃

の

冬

枝

枝

は
絶
対
し
な
い
で
下
虫
越
太
太
恨
販
釈
げ

シ
・
ソ

ム

ガ

害

さ

い

。

要

名

-
7

ム

ム

ィ

ガ

ラ

う

｝

（
大
洲
農
業
改
良
普
主
虫

M

．

乃

万

朽

ル

ソ

オ

ガ

五

モ

及

所

菊

池

明

）

表

害

[

訂

け

"

カ

ク

ク

ク

モ

冬
季
の
家
畜
管
理

冬
の
寒
さ
に
は
、
牛
は
か
な
り
の
適
応
性

が
あ
り
、
む
し
ろ
舎
内
で
作
業
す
る
人
問
の

こ
と
や
、
水
道
の
凍
結
防
止
な
ど
を
考
え
て
、

働
き
易
い
舎
内
環
境
を
保
つ
。

寒
さ
を
防
ぐ
為
に
畜
舎
を
密
閉
状
態
に
す

る
と
、
糞
尿
か
ら
発
生
す
る
ア
ン
モ
ニ
ア
、

牛
の
呼
気
か
ら
出
る
炭
酸
ガ
ス
や
水
蒸
気
で
、

舎
内
環
境
を
悪
く
し
、
健
康
の
維
持
•
生
産

性
向
上
等
の
阻
害
要
因
と
な
り
、
特
に
幼
弱

な
子
牛
に
対
す
る
呼
吸
器
病
あ
る
い
は
下
痢

の
発
生
原
因
と
な
る
の
で
注
意
す
る
。

湿
度
の
高
い
空
気
は
、
舎
内
外
の
温
度
差

に
よ
り
結
露
し
、
牛
の
被
毛
・
敷
料
・
天
井

の
周
辺
等
を
漏
ら
し
、
カ
ビ
の
発
生
や
細
菌

の
温
床
と
な
る
と
と
も
に
、
す
き
ま
風
の
侵

入
に
よ
り
体
感
湿
度
は
低
下
す
る
。

こ
の
す
き
ま
風
が
牛
の
居
住
空
間
で
あ
る

床
上

50cm
以
下
を
吹
き
抜
け
る
場
合
、
牛
は

舎
内
の
温
度
よ
り
寒
さ
を
感
じ
て
い
る
の
で
、

特
に
抵
抗
力
の
弱
い
子
牛
で
は
す
ぎ
ま
風
の

通
り
道
に
な
ら
な
い
よ
う
防
風
す
る
。
す
き

ま
風
の
入
口
は
、
バ
ー
ソ
ク
リ
ー
ナ
ー
の
舎

外
へ
の
出
口
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
床
付
近
、
腰

板
部
分
あ
る
い
は
換
気
扇
等
が
考
え
ら
れ
る

の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
、
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
風

邪
な
ど
ひ
か
な
い
様
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
峯
下
寿
樹
）

一

花

の

管

理

一

十
二
月
の
管
理

本
格
的
な
冬
を
迎
え
ま
し
た
。
冬
の
間
で

も
部
屋
の
中
は
暖
房
で
暖
か
く
、
シ
ク
ラ
メ

ン
や
プ
リ
ム
ラ
、
ポ
イ
ソ
セ
チ
ア
、
シ
ャ
コ

サ
ボ
テ
ン
な
ど
冬
の
鉢
物
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
日
当
た
り
を
好
む
鉢
物
は
、
窓
辺

な
ど
の
な
る
べ
く
光
の
よ
く
当
た
る
場
所
で

育
て
ま
す
が
、
窓
辺
は
夜
の
冷
え
込
み
が
影

響
す
る
の
で
、
温
度
管
理
に
は
十
分
気
を
つ

け
ま
す
。

一
、
温
度
管
理

昼
と
夜
の
温
度
差
が
十
五
℃
以
上
に
な
ら

な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。
特
に
廊
下
な
ど
は

昼
間
は
高
温
、
夜
は
冷
え
込
み
ま
す
。
発
泡

ス
チ

ロ
ー
ル
の
箱
等
の
断
熱
材
を
利
用
し
た

り
、
夜
は
ポ
リ
袋
を
か
ぶ
せ
た
り
、
部
屋
の

中
央
へ
移
動
す
る
な
ど
し
ま
す
。

二
、
水
管
理

シ
ク
ラ
メ
ン
、
プ
リ
ム
ラ
、
シ
ャ
コ
サ
ボ

テ
ソ
な
ど
は
開
花
期
に
水
を
多
く
必
要
と
す

る
の
で
、
鉢
土
が
白
く
乾
い
た
ら
た
っ
ぷ
り

与
え
ま
す
。

一
方
、
観
葉
植
物
や
洋
ラ
ソ
等
、
冬
に
休

眠
中
の
鉢
物
の
水
や
り
は
、
鉢
土
の
表
面
が

白
く
乾
い
て
さ
ら
に
四
ー
五
日
経
っ
て
か
ら

与
え
ま
す
。
こ
れ
は
寒
害
防
止
の
た
め
で
、

冬
越
し
が
楽
に
な
り
ま
す
。
但
し
、
与
え
る

と
き
は
暖
か
い
日
の
午
前
中
に
た
っ
ぷ
り
与

え
ま
す
。

三
、
花
柄
摘
み
、
施
肥

シ
ク
ラ
メ
ン
、
プ
リ
ム
ラ
の
長
持
ち
の
コ

ツ
は
花
柄
摘
み
と
追
肥
で
す
。
種
が
で
き
る

と
株
が
老
化
す
る
の
で
、
咲
き
終
わ
る
ご
と

に
摘
み
取
り
ま
す
。
追
肥
は
化
成
肥
料
を
一
・

五
ー
ニ
カ
月
に
一
回
、
購
入
後
二
十
？
三
十

日
経
っ
て
か
ら
与
え
ま
す
。

四

湿

度

保

持

湿
度
保
持
は
冬
越
し
の
ポ
イ
ソ
ト
で
す
。

室
内
の
空
中
溌
度
が
乾
い
て
い
る
と
鉢
花
類

や
観
葉
植
物
な
ど
は
葉
先
が
枯
れ
た
り
、
花

が
咲
か
な
か
っ
た
り
、
落
下
し
た
り
し
ま
す
。

週
に
一
ー
ニ
回
、
日
中
の
暖
か
い
時
間
に
霧

吹
き
で
葉
水
を
与
え
ま
す
。

以
上
の
管
理
で
上
手
に
冬
越
し
を
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

萩
原
佳
津
）

L
P
G
配
達
予
定
表

1
月
5
日
（
水
）
大
屋
敷
・
大
平

1
月
6
日
（
木
）
上
石
丸

・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

1

月
8

日
（
土
）
藤
野
原
•
町

1
月
10
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

1
月

12
日
（
水
）
久
保

1
月
14
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

1
月
17
日
（
月
）
広
常
・
影
地

1
月
18
日
（
火
）
中
津
・
小
倉

1
月
20
日
（
木
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

1
月
22
日
（
土
）
白
石
・
上
小
藪
・

中
小
藪

1
月
25
日
（
火
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

道
野
尾
・
赤
岩

1
月
27
日
（
木
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

1
月
29
日
（
土
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

1
月
14
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

1
月
21
日
（
金
）宇
和
川
方
面

1
月
醤
油
配
達
予
定
表

_
’
 

1
月
6
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
月
7
日
（
金
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
月
1
1
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
12
日
（
水
）
中
津
方
面

1
月
13
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
月
18
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
月
19
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
月
20
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
月
25
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
26
日
（
水
）
中
津
方
面

1
月
27
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面
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•
新
し
く
小
学
校
の
授
業

公
開
も
実
施

町
ぐ
る
み
で
、
差
別
と
取
り
組
む

「
熱
ぎ
風
心
を
開
く
人
権
集
会
」
が
、

十
一
月
八
日
、
肱
川
中
学
校
を
主
会
場

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
が
姿
を
見
せ
始
め
た
の
は
、

受
付
開
始
時
刻
の
四
•
五
十
分
前
、
そ

の
後
は
ぞ
く
ぞ
く
来
場
し
、
た
ち
ま
ち

に
し
て
運
動
場
は
満
車
状
態
と
な
り
ま

し
た
。
町
内
の
皆
さ
ん
は
言
う
に
及
ば

ず
、
県
下
各
地
ま
た
県
外
か
ら
大
挙
し

て
御
参
集
い
た
だ
い
た
か
ら
で
す
。
名

簿
記
載
の
参
加
者
総
数
は
六
百
四
十
八

人
で
し
た
。
ま
た
、
主
催
団
体
も
二
つ

増
え
、
二
十
七
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
加
わ
っ
た
小
学
校
の
授
業

公
開
は
、
大
谷
小
学
校
と
中
野
小
学
校

参
加
者
が
町
当
局
こ
こ
ろ
づ
く
し
の

弁
当
を
食
べ
る
間
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ソ

と
し
て
、
大
谷
小
児
童
の
大
谷
文
楽

「
牛
若
弁
慶
五
條
橋
の
出
遭
」、
予
子

林
小
全
学
年
の
吟
詠

「
早
白
帝
城
発
」
、

そ
し
て
、
会
場
の
手
拍
子
を
交
え
な
が

ら
肱
川
中
亀
岡
葉
子
さ
ん
の
「
河
内
男

•
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

大
谷
小
児
童
の
文
楽
も

●
受
付
開
始
前
か
ら
長
蛇
の
列

全
学
年
で
午
前
十
時
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
大
谷
小
で
は
、
日
吉
村
一
行
を
は

じ
め
住
民
・
保
護
者
・
町
内
の
各
学
校

教
員
等
五
十
人
を
超
す
参
観
者
が
あ
り

ま
し
た
。
中
野
小
も
同
様
で
、
参
観

者
は
百
五
十
人
前
後
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
両
校
の
参
加
者
は
主
会

場
の
肱
川
中
学
校
へ
と
会
場
移
動
し

て
い
ま
す
。
肱
川
中
学
校
の
公
開
授

業
は
、
例
年
に
も
増
し
て
、
同
和
問

題
の
本
質
に
迫
る
学
習
が
深
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

特集

大谷小児童による文楽公演（アトラクション）

全
体
会
は
、
午
後
一
時
か
ら
福
田
保

副
大
会
長
の
開
会
宣
言
、
二
宮
秀

一
大

会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。
大
野

1
月
8
日
肱
川
中
学
校
で

●
全
体
会
で
は
時
間
を
忘
れ

差
別
解
消
、の
想
い
を
新
た
に

熱
き
風
心
を
開
く

人
権
集
会
（
第
4
回
）
開
く

屈
．
/
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＞
〗
凰

l
`
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節
」
、
森
岡
千
景
さ
ん
・
河
野
幸
子
さ

ん
に
よ
る
歌
と
踊
り
「
祝
い
船
」
、
歴

史
民
俗
資
料
館
員
菅
野
松
雄
さ
ん
の
昔

話
「
篠
谷
ま
ん
じ
ゅ
う
」
な
ど
が
演
じ

ら
れ
好
評
で
し
た
。

町
長
、
神
井
町
議
会
議
長
、
谷
本

教
育
委
員
長
の
祝
辞
に
続
い
て
、

肱
川
中
学
校
と
大
洲
高
校
肱
川
分

校
全
生
徒
の
力
強
い
合
唱
「
遠
い

日
の
歌
」
が
会
場
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

私
の
主
張
で
は
、
小
学
生
坂
本

弘
美
さ
ん
、
中
学
生
村
田
志
麻
さ

ん
、
高
校
生
大
野
陽
子
さ
ん
、
青

年
団
橋
本
孝
博
さ
ん
、
保
護
者
三

瀬
敏
子
さ
ん
、
老
人
会
西
本
源
格

さ
ん
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
体
験
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
宮
田
公
民
館

長
の
講
師
紹
介
の
後
、
県
教
育
委

員
会
同
和
教
育
課
米
田
孝
弘
第
一

指
導
係
長
が
、
「
人
に
は
み
な
自
分
の

光
が
あ
る
」
と
い
う
演
題
で
一
時
間
二

十
分
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
豊
富

な
体
験
実
例
や
部
落
差
別
へ
の
怒
り
は
、

聴
き
手
の
胸
に
迫
っ
て
感
動
の
涙
を
誘

い
、
差
別
解
消
の
意
欲
を
い
っ
そ
う
高

め
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
人
権
集
会
の
あ
り
方
や
方
向
に
つ

い
て
意
見
交
換
も
あ
り
ま
し
た
。

宮
田
静
副
大
会
長
の
閉
会
挨
拶
で
集

会
の
全
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

会
場
壁
面
を
飾
っ
た
町
内
各
校
児
童

生
徒
の
人
権
標
語
や
ポ
ス
タ
ー
が
、
会

場
を
立
ち
去
る
参
加
者
を
静
か
に
見
送
っ

て
い
ま
し
た
。

風
お
こ
し
の
う
ね
り
に
乗
っ
て
始
ま
っ

た
わ
た
し
た
ち
の
人
権
集
会
は
、
回
を

重
ね
る
に
つ
れ
て
内
容
が
充
実
し
、
盛

会
を
き
わ
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
住
民

主
体
で
民
間
主
導
型
で
あ
る
こ
の
集
会

の
あ
り
よ
う
は
、
人
権
問
題
学
習
会
の

望
ま
し
い
形
の
ひ
と
つ
と
し
て
全
国
同

和
教
育
研
究
大
会
で
も
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

町
民

で
あ
る
皆
さ
ん
の
熱
意
の
高
ま
り
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
企
画
運
営

に
当
た
っ
た
集
会
実
行
委
員
や
会
場
校

風
よ
光
れ
！

あ
な
た
の
心
に

ふ
る
さ
と
の
き
れ
い
な
空
に

合唱 「遠い日の歌」
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回
「人にはみな

自分の光がある」

匿疇

の
方
々
の
お
力
添
え

と
町
の
全
面
的
財
政

援
助
が
あ
っ
て
こ
そ

な
の
で
す
。

「
住
み
た
く
な
る

町
づ
く
り
」
を
目
ざ

し
て
、
お
互
い
の
人

権
意
識
を
い
っ
そ
う

磨
き
、
生
活
の
中
で

差
別
を
し
な
い
•
さ

れ
な
い
毎
日
を
送
り

た
い
も
の
で
す
。

米 田 孝 弘 先生

人
類
は
、
川
の
ほ
と
り
に
文
明
を
生

み
出
し
た
こ
と
を
歴
史
は
明
ら
か
に
し

て
お
り
ま
す
。
愛
媛
の
新
た
な
る
同
和

教
育
は
、
肱
川
の
上
流
、
こ
の
肱
川
中

学
校
を
会
場
と
し
て
起
こ
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
人
権
集
会
が
巻
き
起
こ
す
熱

き
風
に
よ
っ
て
高
ま
り
広
ま
っ
て
い
く
、

こ
の
よ
う
に
確
信
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す。
家
庭
で
母
親
が
子
ど
も
に
言
っ
て
ほ

し
い
三
つ
の
言
葉
、
「
お
母
さ
ん
は
あ

な
た
が
大
好
ぎ
よ
。
」
、
「
あ
な
た
は
お

母
さ
ん
の
宝
物
よ
。
」
、
「
お
母
さ
ん
は
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
何
が
あ
っ
て

も
あ
な
た
の
味
方
よ
。
」
を
、
同
和
教

育
の
基
本
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
一
月
、
山
形
県
の
あ
る
中
学

校
で
マ
ソ
ト
圧
死
事
件
が
起
こ
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
関
わ
っ
た
少
年
た
ち
は

「
死
ぬ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。
殺
す
つ
も
り
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
で
も
、
私
は
そ
の
時
、 「私の主張」 を発表するみなさん

講演中の米田孝弘先生

第
一
の
提
案
は
、
「
部
落
差
別
は
殺

人
に
等
し
い
罪
悪
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
日
本
人
の
常
識
に
し
よ
う
、
そ
し
て
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
部
落
差
別
は

●
部
落
差
別
は
殺
人
に
等
し
い

罪
悪
で
あ
る

マ
ッ
ト
で
す
巻
に
し
て
逆
さ
ま
に
立
て

て
お
い
た
ら
、
苦
し
む
ん
だ
、
死
ぬ
ん

だ
、
と
い
う
の
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
、
ど
ん
な
に
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
り

罪
深
い
こ
と
で
あ
る
か
を
痛
烈
に
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

部
落
差
別
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぐ
ら

い
の
こ
と
が
と
、
差
別
の
恐
ろ
し
さ
を

知
ら
ず
に
言
っ
た
り
、
し
た
り
す
る
こ

と
が
人
を
死
に
至
ら
し
め
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
、

幾
つ
か
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

罪
悪
で
あ
る
か
ら
や
め
よ
う
と
言
い
切

れ
る
人
に
な
ろ
う
。
」
と
し
た
い
の
で

す。
教
え
子
の
同
級
生

M
君
は
、
宿
毛
市

の
非
差
別
部
落
出
身
で
し
た
。
高
校
を

卒
業
、
就
職
し
た
彼
は
、
滋
賀
県
の
あ

る
女
性
と
結
婚
を
決
意
し
ま
し
た
が
、

そ
の
両
親
に
反
対
さ
れ
ま
す
。
彼
女
は
、

反
対
を
押
し
切
っ
て

M
君
と
生
活
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
が
て
、
彼
女

に
三
ヶ
月
の
命
が
宿
り
ま
し
た
。
二
人

は
こ
の
命
に
晶
と
名
づ
け
幸
せ
を
願
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、

M
君

の
留
守
中
、
両
親
が
や
っ
て
き
て
力
づ

く
で
彼
女
を
連
れ
出
し
て
監
禁
し
、
医

者
の
手
で
小
さ
な
命
を
闇
に
葬
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
人
づ
て
に
そ
の
こ
と
を

知
っ
た

M
君
は
、
宇
治
に
あ
る
紅
葉
谷

の
石
を
晶
の
墓
に
見
立
て
冥
福
を
祈
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
離
れ
ば
な
れ
に

な
っ
て
も
二
人
の
気
持
ち
は
変
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
両
親
の
差
別
は
き
び

し
く
、
世
を
は
か
な
ん
だ

M
君
は
自
ら

の
命
を
断
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
広

い
天
国
に
晶
ひ
と
り
は
か
わ
い
そ
う
で

す
。
や
っ
ぱ
り
俺
は
、
あ
の
子
の
父
親

な
ん
で
す
。
晶
は
俺
が
育
て
ま
す
。
晶

の
泣
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
親
子

手
を
つ
な
い
で
君
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
」

と
書
き
遺
し
て
：
・
・
:
0

差
別
し

て
生
き
る
っ
て
の
は
、
悲
し
く

恐
ろ
し
い
生
き
方
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
同
和
地
区
の
人
々
の
願
い
や
思
い
、

活
動
に
共
感
で
き
る
よ
う
な
生
き

方
を
育
て
た
い

二
番
目
に
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
苦
し

み
や
悲
し
み
、
願
い
や
要
求
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
通
し
て
、
同
和
地
区
の
人
々

が
差
別
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
願

い
や
思
い
、
あ
る
い
は
、
そ
の
た
め
に

し
て
い
る
活
動
に
共
感
で
き
る
よ
う
な

生
き
方
を
育

て
て
い
き
た
い
と
思
う
の

で
す
。小
林
一
茶
は
、
不
当
に
差
別
さ
れ
さ

げ
す
ま
れ
た
地
区
の
村
に
あ
る
お
寺
の

桜
が
、
り
ん
と
し
て
、
姿
も
香
り
も
見

事
に
咲
い
て
い
る
。
そ
の
桜
と
同
じ
よ

う
に
、

村
の
人
た
ち
も
差
別
に
負
け
な

い
で
堂
々
と
生
き
て
い
る
、
と
俳
句
に

詠
ん
で
い
ま
す
。

わ
が
子
、
わ
が
妻
、
わ
が
夫
、
恋
人
、

自
分
の
愛
す
る
人
々
を
慈
し
む、

そ
の

よ
う
な
心
で
他
人
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
時
、
私
た
ち
は
美
し
く
、
強
く
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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三
つ
目
は
、
差
別
問
題
の
事
実
を
知

る
だ
け
で
な
く
、
差
別
を
乗
り
越
え
て

生
ぎ
る
人
た
ち
の
姿
に
学
ぶ
学
習
を
し

て
い
こ
う
、
差
別
を
同
情
の
目
で
見
る

の
で
な
く
、
差
別
を
乗
り
越
え
て
生
き

る
た
く
ま
し
さ
に
憧
れ
を
抱
く
学
習
を

し
て
い
こ
う
と
提
案
し
た
い
の
で
す
。

部
落
差
別
は
、
結
婚
に
な
る
と
い
ろ

い
ろ
な
姿
を
現
し
て
き
ま
す
。
障
害
を

乗
り
越
え
て
生
ぎ
る
若
者
が
増
え
て
き

ま
し
た
が
、
自
然
に
そ
う
な
っ
た
の
で

は
な
く
、
当
人
や
周
囲
に
い
る
多
く
の

人
た
ち
の
努
力
が
も
た
ら
し
た
も
の
な

の
で
す
。
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
同

和
地
区
の
青
年
と
一
緒
に
な
っ
た
あ
る

女
性
は
、
同
居
後
、
同
和
問
題
を
一
生

四
番
目
の
提
案
で
す
。
同
和
問
題
を

同
和
教
育
の
場
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
と
こ
ろ
で
学
習
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

壁には人権ポスターがいっぱいでした

いいれな中拾 るやともがてい戦人は
流か旅くのいミの人戦‘好いうか権‘歌
浪なか‘人←レで権い人むま悲ら差デ．手

のけら国物に lすの続権歌すしは別ビ都
民れ旅やは描が°学けをの゜いずでュは

なばに家農い ー 習る守世多思さ紅 l る
の
で
な生を民た落 が生り界くいれ白当み

す
らぎ奪で絵ち でき差かのをる歌時さ
。な てわはの穂 ぎ方別ら人しと合‘ん

●
同
和
問
題
を
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で

学
習
し
て
い
き
た
い

●
差
別
を
乗
り
越
え
て
生
き
て
い
る

人
の
姿
に
学
ぶ

懸
命
学
習
し
、
愛
情
を
も
っ
て
親
に
手

紙
を
書
き
続
け
ま
し
た
。
二
人
を
と
り

ま
く
人
の
輪
が
次
第
に
広
が
っ
て
い
く

中
で
、
両
親
も
自
分
の
非
を
悟
り
、
親

戚
一
同
を
説
得
し
て
式
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
ぎ
ま
し
た
。

差
別
の
壁
は
、
今
も
、
き
び
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、

輝
い
て
生
き
て
い
る
若
者
た
ち
に
目
を

向
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
生

き
方
こ
そ
が
、
人
生
の
課
題
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

クィズ

素朴な疑問

小学校の成績の記録は、
いったいいつまで残っているのですか？

④
中
学
卒
業
ま
で

答
え
は

18
ペ
ー
ジ

次
に
進
学
し
た
学
校
、
つ
ま
り
中
学
校
の
成
績
が
全
部
出
揃
っ
た
ら
、
小

学
校
時
代
の
成
績
は
不
必
要
に
な
り
ま
す
。
成
績
証
明
が
必
要
な
ら
、
中

学
の
を
提
出
す
れ
ば
す
む
か
ら
で
す
。

社
会
人
に
な
れ
ば
学
校
の
成
績
は
も
は
や
問
題
で
は
な
い
、
と
よ
く
い
わ

③
成
人
す
る
ま
で
れ
ま
す
。
そ
の
小
学
生
が

20
歳
の
成
人
を
迎
え
た
年
に
、
指
導
要
録
は
廃

棄
さ
れ
る
の
で
す
。

②

5

年

小
学
校
の
成
績
も
公
文
書
の
ひ
と
つ
で
、
指
導
要
録
を
保
管
す
る
期
間
は

5
年
間
、
と
法
律
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①

永

久

小
学
校
の
成
績
は
、
卒
業
年
度
な
ど
も
記
し
た
指
導
要
録
と
い
う
形
で
原

簿
が
永
久
に
保
存
さ
れ
ま
す
。
時
代
、
年
代
別
で
の
生
徒
の
成
績
の
比
較

調
査
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
民
た
ち
は
、

収
穫
の
時
す
べ

て
を
自
分
の
物

と
し
な
い
で
、

食
べ
物
に
困
っ

た
人
た
ち
の
た

め
畑
に
収
穫
の

一
部
を
残
し
て

お
く
優
し
さ
が

ョ
ー
ロ
ッ
パ
に

あ
る
の
で
す
。

こ
の
優
し
さ
を

い
た
だ
い
た
人

た
ち
が
、
や
が

て
優
し
さ
で
も
っ
て
地
球
に
返
そ
う
と

し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。

四
国
の
お
遍
路
さ
ん
に
対
す
る
お
接
待

の
慣
習
も
同
じ
優
し
さ
な
の
で
す
。
見

ず
知
ら
ず
の
人
に
も
愛
を
分
か
ち
合
う

生
ぎ
方
が
、
遍
路
道
に
あ
る
の
で
す
。

ま
し
て
、
心
に
何
ら
か
の
繋
り
が
あ
っ

た
ら
無
関
心
で
は
お
れ
な
い
は
ず
で
す
。

学
ぶ
と
は
、
思
い
を
共
に
す
る

こ
と
で

あ
り
、
同
和
問
題
を
学
ぶ
こ
と
で
時
空

を
超
え
て
互
い
に
心
を
結
び
合
う
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
和
教
育

は
、
人
の
心
と
心
を
愛
の
絆
で
繋
げ
合

う
学
習
で
す
。
一
人
一
人
は
美
し
い
光

を
放
ち
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の

命
に
、
光
に
感
動
す
る
学
習
の
旅
な
の

で
す
。

命
あ
る
も
の
は
み
ん
な
、
自
分
の
光

r

人
ご
と
だ
か
ら・・・＇と

1
別
を
み
過
―
}
し
て
ば

い
ま
せ
ん
か

い
じ
め
の
ウ
イ
ル
ス

ゃ
っ
つ
け
ろ
ー
・

な
く
そ
う
1
別

な
く
さ
な
い
で

息
い
や
り

収
ん
の
小
さ
れ
認
い
や
り

ヤ
て
は
そ
こ
か
ら

始

iL
る
は

T
さ

A
別
し
て
ヱ
）
て
る

そ
ん
な
人
に
は

な』
j
」
>
く
な
い

lL＿
ん
ま
す
か

似
つ
く
心
そ
oJ
訳

小学生から高校生までの人権標語

を
持
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
美
し
い
光

に
気
付
き
、
そ
の
光
を
お
互
い
に
尊
敬

し
あ
っ
て
生
き
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

私
も
ま
た
こ
の
身
を
燃
や
し
、
死
ぬ

ま
で
さ
さ
や
か
な
光
を
輝
か
し
続
け
て

い
き
た
い
と
決
意
し
て
、
っ
た
な
い
提

案
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「,＇：※ハム

民
館
よ
り
'

9

9

1

9

9

9

9

9

9

9

ヽ
9

1

9

1

9

-

一

要

旨
の
抜
粋
で
は
、
講
演
の
感
ー

~
動
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
~

—
せ
ん
。

i

そ
こ
で
、
過
去
の
講
演
も
ふ
く
一

一
め
、
全
文
を
「
風
よ
光
れ
」
と
題
一

ー
す
る
講
演
集
に
ま
と
め
ま
し
た
。
一

~
ご
希
望
の
方
は
公
民
館
へ
お
申
し
一

ー
出
く
だ
さ
い
。

-
(
6

三
四
ー
三
―
1
0七
）
~

r

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,
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（
正
山
分
館
）

て

産
業
文
化
祭
を
開
催

＇し

県
指
定
無
形
文
化
財
「
鎮
縄
神
楽
」
公
演
を
同
時
実
施
お

内

容

に

校
日
学

●
チ
ビ
ッ
子
相
撲
大
会

●
バ
ザ
ー

28
小

月
山正

●
鎮
縄
神
楽
公
演

ー

●

青

年

団

売

店

他

ー

正
山
地
区
を
あ
げ
て
実
施
し
た
こ
の
行
事
で
、
今
年
中
の
大

き
な
行
事
は
終
了
で
す
。

内

容
●
子
供
み
こ
し

●
子
供
相
撲
大
会

●
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
大
会

•
大
谷
の
味
コ
ー
ナ
ー

●

バ

ザ

ー

他

，
小
雨
が
降
る
寒
い
一
日
で
し
た
が
小
学
生
を
始
め
地
区
全
体

の
行
事
と
し
て
熱
を
お
び
た
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

（
予
子
林
分
館
）

て

農
林
業
祭
り
を
開
催

＇し

県
指
定
無
形
文
化
財
「
大
谷
文
楽
」
公
演
を
同
時
実
施
ぉこ校

内

容
●

農

林

産

物

品

評

会

学

●

バ

ザ

ー

日

小

5
林
月
子

•
も
ち
ま
き

●
大
谷
文
楽
公
演

12
予

●
河
辺
村
ふ
る
さ
と
劇
団
公
演
他

予
子
林
小
学
校
体
育
館
で
実
施
し
た
、
農
林
業
祭
り
も
寒
い

一
日
で
し
た
が
、
伝
統
芸
能
と
歌
や
踊
り
で
充
実
し
た
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

（
大
谷
分
館
）

ふ
る
さ
と
祭
り
を
開
催

12月 5日

大谷小学校において

草
木
染
め
教
室
の
学
級
生
が
、
十
二

月
三
日
、
徳
島
県
の
藍
住
町
歴
史
館
を

訪
ね
て
、
伝
統
あ
る
藍
染
め
の
一
日
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

館
内
の
阿
波
藍
の
栽
培
工
程
や
加
工
、

流
通
の
展
示
、
伝
統
衣
裳
、
ま
た
藍
商

屋
敷
を
見
学
し
て
昔
の
阿
波
藍
商
の
隆

盛
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
技
術
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

ハ
ン
カ
チ
に
い
ろ
い
ろ
な
絞
り
を
入
れ

楽
し
く
本
物
の
藍
染
め
を
体
験
し
ま
し

こ。t
 
（
藍
染
め
の
実
習
を
受
け
る
学
級
生
）

あ
い藍
染
め
を
体
験
学
習

草
木
染
め
教
室
の
]

総

決

算

，
 
一

生

涯

学

習

が

、

暇

つ

ぶ

し

一

の
遊
び
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

一一一

い
の
で
は
な
い
か
。
一
人
一

一一一一

人

の

人

間

を

民

主

主

義

的

人

一一一一

間

に

再

武

装

さ

せ

る

た

め

の

一一

学

習

が

な

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

一一

い

の

で

は

な

い

か

。

一

そ
れ
こ
そ
、
ユ
ネ
ス
コ
で

一一一一

の

論

議

の

根

底

に

あ

っ

た

意

一言
な
の
だ
、
と
前
号
に
述
べ
た
。

一
誤
解
を
恐
れ
て
、
お
断
り
し
て
お
く

一一
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
、
肱
川
町
の
生

一
i

涯
学
習
に
つ
い
て
の

こ
と
で
は
な
い

。

i

日
本
と
い
う
国
全
体
の
生
涯
学
習
の
あ

一一
り
方
の
問
題
点
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

一一
っ
も
り
で
書
い
た
の
で
あ
る
。

一一

も

っ

と

も

、

肱
川
町
に
お
い
て
、
理

一
想
的
な
生
涯
学
習
が
計
画
実
施
さ
れ
て

一
い
け
な
い
理
由
は
な
い
。

一一

か

つ

て

、

当

町
の
社
会
教
育
は
、

実

一一
に
先
進
的
な
、
見
事
な
ま
で
に
充
実
し

一一
た
も
の
で
あ
っ
た
。
県
内
は
お
ろ
か
、

一一
全
国
的
に
注
目
さ
れ
た
栄
光
の
時
期
が

一
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一一
思
う
べ
し
。
あ
れ
ほ
ど
に
文
化
史
に

一一
盛
名
高
い
ア
テ
ネ
も
ス
パ
ル
タ
も
、

小

一一
さ
な
都
市
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。

一一

肱

川
町
の
生
涯
学
習
が
、
天
下
を
リ
ー

一一
ド
す
る
も
の
で
あ
っ
て
い
け
な
い
理
由

一一
は
、
ど
こ
に
も
な
い
。

一一
関
係
者
の
奮
起
と
努
力
を
、
切
望
し

一一
て
や
ま
な
い
。

一一

清

流

肱

川
の
ほ
と
り
に
、
新
し
い
風

一-
が
起
こ
り
、
そ
の
風
が
、
光
り
輝
い
て

一
天
翔
（
あ
ま
が
け
）
る
、
そ
ん
な
夢
想
で
、

一
今
年
も
暮
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

一一一一一一

［ファインダー穏馴

（
佐
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一
ヶ
月
一
枚
の
十
二
枚
あ
っ
た
暦
の
計
に
基
づ
い
た
筋
の
通
っ
た
農
政

が
、
一
枚
に
な
っ
た
。
年
の
始
め
に
を
、
農
家
の
安
心
経
営
に
も
、
又
、

は
、
ア
レ
を
し
よ
う
こ
れ
を
し
よ
う
消
費
者
の
食
糧
安
定
の
た
め
に
も
来

と
、
殊
勝
な
。フ
ラ
ソ
を
立
て
て
み
た
年
以
降
望
み
た
い
。

も
の
の
、
ど
れ
も
こ
れ
も
計
画
倒
れ
あ
ま
り
い
い
事
の
な
い
一
年
で
あ
っ

で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
年
一
年
齢
を
た
が
、
ま
あ
ど
う
ま
り
健
康
で
今
年

重
ね
る
に
つ
れ
、
時
の
巡
り
に
ま
す
を
過
ご
せ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。
健

ま
す
加
速
度
が
つ
い
て
、
あ
っ
と
言
康
は
幸
せ
を
約
束
し
て
く
れ
る
唯
一

う
間
に
も
う
年
の
暮
れ
で
あ
る
。
の
も
の
だ
と
思
う
。
健
康
で
生
活
を

今
年
は
、
新
聞
も
雑
誌
も
不
景
気
送
る
こ
と
を
昔
の
人
は
ち
ゃ
ん
と
心

な
こ
と
ば
か
り
が
や
た
ら
と
報
じ
ら
得
て
い
て
、
「
笑
う
角
に
は
福
来
る
」

れ

た

。

対

外

的

数

字

で

と

い

う

、

あ

の

生

活

の

姿

は

世

界

有

数

の

富

め

る

＞

に

市

勢

が

大

切

だ

と

思

う

。

年

国
と
い
わ
れ
る
わ
が
国

40

れ

ぅ

福

を

と

っ

た

ら

こ

ん

な

顔

に

な
る
と
い
う
理
想
像
と
し

⑫

暮

思
の

郷

鱈

て

翁

の

面

が

良

く

知

ら

れ

だ
が
、
そ
の
暮
ら
し
向

き

に

余

裕

を

感

じ

て

ぃ

年

ロ
ロ
り
〗
ェ
匹

7。 `＼
い
に
日
〗

り
た
顔
で
あ
る
。
今
年
は

「
一
怒
一
老
、

”
`
｀
二C
い
[
[
三
〗
〗

□い

あ
ま
り
実
惑
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
表
現
が
目
に
つ
い
た
。

景
気
が
い
い
の
悪
い
の
と
い
っ
て
も
、
一
笑
一
少
」
と
い
う
対
句
で
、
意
味

毎
年
毎
年
「
ど
う
に
か
年
が
越
せ
る
を
ガ
イ
ド
に
尋
ね
た
ら
、
怒
れ
ば
年

の
だ
ろ
う
か
」
と
不
安
に
駆
ら
れ
、
を
と
り
、
笑
う
と
若
く
な
る
と
答
え

来
年
は
も
う
少
し
は
実
り
多
い
年
で
て
く
れ
た
。
国
は
違
っ
て
も
人
間
の

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
こ
と
に
変
わ
願
い
や
想
い
は
同
じ
で
、
笑
い
と
い

り

が

な

い

か

ら

だ

。

う

も

の

を

ズ

バ

リ

健

康

に

結

び

つ

け

そ
し
て
も
う
―
つ
は
米
問
題
で
あ
て
い
る
。

る
。
長
雨
冷
害
に
よ
る
稲
作
は
、
戦
平
成
五
年
も
い
よ
い
よ
千
秋
楽
。

後
最
低
の
不
作
レ
ベ
ル
ま
で
落
ち
込
暗
い
顔
つ
き
で
は
人
間
関
係
も
う
ま

ん
だ
。
気
象
変
化
が
激
し
く
、
天
災
く
い
か
な
い
し
、
生
き
生
き
と
し
た

の
多
い
日
本
で
農
業
を
続
け
て
ゆ
く
地
域
も
つ
く
れ
な
い
。
年
の
暮
れ
だ

こ
と
の
難
し
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
け
で
も
笑
っ
て
締
め
く
く
り
、
来
る

さ
せ
ら
れ
る
一
年
で
あ
っ
た
。
百
年
年
の
平
穏
無
事
を
祈
り
た
い
と
思
う
。

＝クイズ素朴な疑問＝

題
を
見
る
と
先
ず
頭
に

浮
か
ぶ
物
か
、
事
か
必
ず

あ
る
。
そ
れ
を
句
に
す
る

こ
と
は
簡
単
で
、
作
り
易

い
、
そ
の
句
を
い
と
も
簡

単
に
作
っ
て
出
す
と
同
想

の
句
、
同
類
の
句
の
中
に

入
り
、
よ
ほ
ど
表
現
が
上

手
で
な
い
と
他
の
句
に
負

け
て
し
ま
う
事
に
な
る
。

今
月
「
柔
ら
か
い
」
と
言
う
題
を
出

し
た
処
、

柔
ら
か
な
言
葉
に
ち
ら
り
刺
交
じ
り

柔
ら
調
胸
に
一
物
と
げ
ち
く
り

柔
ら
か
い
言
葉
の
裏
に
刺
が
あ
る

柔
ら
か
な
言
葉
の
端
に
あ
っ
た
棘

や
わ
ら
か
い
口
に
も
あ
っ
た
落
し
穴

柔
ら
か
い
言
葉
の
陰
に
ひ
そ
む
刺

柔
ら
か
な
態
度
の
裏
の
し
た
た
か
さ

柔
ら
か
い
顔
し
て
鬼
の
様
な
事

物
腰
は
柔
ら
か
い
け
ど
骨
が
あ
る

柔
ら
か
い
言
葉
の
裏
に
あ
る
毒
気

闘熾入岡(7)
～つりはし川柳会～

玉
②

5

年

録
を
処
分
す
る
よ
う
、
指
導
し
て
い
ま
す
。

も
あ
る
の
で
、
各
小
学
校
に

5
年
で
成
績
の
記

ま
す
。
文
部
省
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題

録
は

5
年
間
保
存
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い

学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
よ
っ
て
、
指
導
要

全
部
で
七
二
句
の
内
に
な
ん
と
一
〇
i

句
も
同
想
の
句
が
あ
る
。
~

人
間
誰
も
考
え
る
事
は
同
じ
で
あ
り
、
~

同
想
句
、
同
類
句
の
生
ま
れ
る
の
は
止
~

む
を
得
な
い
が
、
「
柔
ら
か
い
」
も
の
~

に
つ
い
て
も
っ
と
も

っ

と
頭
を
働
か
せ
~

て
、
目
を
広
く
見
る
よ
う
に
す
る
事
は
二
3

し

大
切
な
事
で
あ
る
。
人
が
考
え
つ
か
な
~

い
よ
う
な
事
を
句
に
し
た
も
の
は
、
大
~

会
な
ど
で
良
い
句
と
し
て
発
表
さ
れ
る
一
〖

0]

例
は
多
い
。

上
記
の
句
が
、
ど
れ
が
ど
れ
だ
け
の
~

直

点
を
取
る
か
は
今
は
わ
か
ら
な
い
が
、

ぎ
」
は
表
現
の
し
か
た
に
よ
る
だ
ろ
う
。
i

と
＾

そ
こ
に
川
柳
を
作
る
苦
労
も
あ
り
面
~

白
さ
も
あ
る
の
で
あ
る
。

（
谷
本
一
敏
）
＝

g〗
◎第14回肱川駅伝大会
◎第13回健康マラソン大会

の実施について

開催日：

集合時間：

平成 6年 1月16日（日）

午前8時

例年どおり、肱川中学校を主会場として実施しますので、

ぜひご参加下さい。
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屯

< 
第2回まちがい探し大会！
LEVELl.5左の絵とちがう所を 5つみつけ

よう。
あたった方はおめでとう。

※今回もかんたんなので答えは書 きません。

う回ふれあい祭り

可3回

・↓ヘン入ンXぺゞぺ・ベ＼

：算鋼 9 
§白：／、れ

ぁい

Q 豆： 玄
△姿全¥ If/j姿鐸 。、正ij\~!:t /.‘ツ：~｀□/／〗・

ク り

比）11.J'L人未采藝

Mc JI I町 言 年四

凡
人
未
来
塾

を
代
表
し
て

一

人
の
方
に
、
こ

の
日
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ

ぎ
ま
し
た
。

お
忙
し
い
な

か
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【成績】
く小学生ドッジポール大会の部》

旦 Il冒

今
年
で
第
九
回
目
を
迎
え
た
「
肱
川

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
、
町
民
運
動
場

を
メ
イ
ソ
会
場
に
開
催
さ
れ
、
青
年
団

;J凡
人
未
来
塾
合
同
に
よ
り
ト
レ
ー
ニ

ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
内
で
、
町
内
の
小
学
生

三
年
生
か
ら
六
年
生
（
女
の
子
）
を
対
象

に
「
小
学
校
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」
と
、

野
外
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
「
女
子
中
学
生
仮
装
大
賞
」
を
担
当

し
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
祟
ら
れ
大

変
予
定
が
狂
い
ま
し
た
が
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
大
会
の
部
で
は
、
町
内
の
各
小
学
校

よ
り
十
ニ
チ
ー
ム
の
参
加
を
頂
き
児
童

の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
応
援
に
も
熱
が

入
り
、
日
頃
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

さ
れ
元
気
に
に
楽
し
く
短
い
時
間
で
し

た
が
交
流
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
仮
装
大
賞
の
部
で
は
、
時

折
降
る
雨
に
も
め
げ
ず
、
昼
休
み
や
放

位子中学生仮装大賞の部》
順位 題 名クル--'--•プ名

グランプリあやつり人形 3年 1組B
第 2 位腕の体操 3年 2組A
第 3 位 BeautifulFlower! I 3年 1組A
アイデア賞オルゴール 2年 2組B
ユーモア賞肱川町の名物 2年 1組A

責任者名

柴田沙織

和気早苗
村田志麻
安 川千春

亀岡葉子

課
後
の
時
間
を
裂
い
て
、
自
分
達
で
創

作
演
出
さ
れ
、
十
ニ
グ
ル
ー
プ
の
参
加

を
頂
き
、
練
習
の
成
果
を
披
露
し
場
内

の
観
客
の
皆
さ
ん
か
ら
盛
大
な
拍
手
を

頂
き
ま
し
た
。

審
査
員
の
方
々
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
成

績
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ー
青
年
団
員
の
皆
様
ヘ
ー

一
月
十
五
日
は
”
成
人
の
日
“
で
す
。

青
年
団
員
の
中
に
も
、
こ
の
日
晴
れ

て
”
成
人
“
と
な
る
人
が
数
人
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
青
年
団
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ。
今
年
も
『
も
ち
つ
き
』
を
行
い
ま
す

の
で
、
こ
ぞ
っ
て
参
加
•
お
手
伝
い
お

願
い
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
・

忘
年
会

・
新
年
会
・

年
末
年
始
は
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
飲
酒
で
事
故
を
お
こ
さ

な
い
よ
う
十
分
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

一
編

集

あ

と

ば

な

し

一

今
月
号
で
は
、
十
一
月
二
十
一
日

（
日
）
に
行
わ
れ
た
第
九
回
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
に
青
年
団
も
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ

ー

ル
の
方
に
参
加
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
載
せ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
も
よ
う
で
、

中
止
か
と
思
い
き
や
ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
セ

ソ
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
日
参
加
し
た
青
年
団
は
、
た
っ

た
の
二
人
と
い
う
悲
し
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
が
、
凡
人
未
来
塾
の
方
々
の
お

か
げ
で
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。次
回
は
こ
の
よ
う
な
事
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
：
．
o

こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
寒
く
な
っ
て
き

ま
す
。
皆
さ
ん
か
ぜ
な
ど
ひ
か
な
い
で
、

元
気
に
一
九
九
三
年
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
。
来
年
の
表
題
は
下
石
綾
さ
ん
で
す
。
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ー 月 の 行 事 予 定 表
4 ・仕事始め 16 

； 

•第13回健康マラソソ大会

1 5 ・行政相談 ” •第14回肱） 1|駅伝大会

5 • 20 ・心配ごと相談 21 ・定例部落長会

10 ・農業委員会 25 •明老大学

13 ・消防団分団長会 28 ・税金等出張受入れ

月 15 : •第46回成人式

日 当 直 医 電 話

成 田 医 院
47-0061 1 日 （内 子 町）

（土） 木寸 上 医 院
24 - 2346 （大 沙1i 市）

2 日
土居内科医院

44 - 5521 （五十崎町）

（日） 久 保 医 院
25-0158 （大 沙I{ 市）

藤 本 医 院
44 - 2561 3 日 （五十崎町）

（月） 肱 JI I 医 院
25-2915 

（大 沙1i 市）

植 木 医 院
44-2215 ， 日 （五十崎町）

（日） 瀬 医 院 2 6 - 0 0 0'3 
（大 沙I{ 市）

1 5 日
高 橋 医 院 44 - 2010 
（五十崎町）

（土） 町 野 医 院 27-0002 
（大 沙1i 市）

1 6 日
佐々木外科医院 43-0101 
（五十崎町）

（日） 岡部クリニック 24-4375 
（大 沙Ii 市）

2 3 日
曽 杜艮 医 院 44-2801 
（内 子 町）

（日） 城戸眼科医院 24-3008 
（大 沙1i 市）

3 0 日
芳 我 外 和ト 44 - 2560 
（内 子 町）

（日） 安 達 医 院 24-2535 
（大 沙I{ 市）

月の日曜・祝日当直医

曜 日 病 院 名 電 話

月・火 大、洲市立病院 24-2151  

水 加 戸 病 院 24-5101  

木～日 大、洲中 央病院 24- 4551 

救 急 病 院

*
＊
＊
＊
*
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご

ざ

い

ま

す

＊

＊
＊
＊
＊
＊
 

影

地

岩

田

靖

さ

ん

長

男

尚

樹

ち

ゃ

ん

*

＊

*

＊

＊

ー

＊

＊
 
＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

＊
 
＊

ぉ

祈

り

い

た

し

ま

す

＊

*

＊

*

＊

*

＊

 

小

藪

上

野

ハ

ル

ミ

さ

ん

(84
歳）

八

重

栗

藤

中

整

さ

ん

(73
歳）

面
国

E
匿
函
閏

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

後

1
時

30
分

t
4時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽
場

所

1
月
5
日
（
水
）

午
後
1
時
30
分

?
4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6

三
四
ー
ニ
五

0
八

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
前
も
っ
て
連
絡
し
て
か
ら
お
出
か
け
下
さ
い
。

間

＿
午
前

9
時
30
分

1
1
1
時

30
分

1
月
12
日
（
水
）
一
保
建
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

時

▽
場

所

◎
幼
児
教
室四゜
且

▽
日

時

◎行政相談

1 1 
相月 月

20 5 談
’`  
日

木 水 日
島 9

桜角 上福
担

田田 甲田 当
相

徳和
談
員

香三 勝保

―
年
末
年
始
の
役
場
業
務
'
9
9
9
9
9
,
1

ぷ
志
口
業
務
二
戸
籍
関
係
）

-
平
成
五
年
十
二
月
二
十
九
日
~

~
（
水
）
か
ら
平
成
六
年
一
月
三
日
~

i

（
月
）
の
間
、
死
亡
・
出
生
・
婚
姻
・
{

玉
の
他
の
届
け
出
は
、
日
直
又
は
~

ぷ
宿
直
者
が
受
け
付
け
ま
す
。
あ
ら
~

ぷ
じ
め
電
話
で
そ
の
内
容
を
連
絡
i

：
し
て
か
ら
お
出
か
け
下
さ
い
。
一

＊
平
成
6
年

1
月
よ
り
、
和
気
医
院

は
、
午
前
中
診
療
の
み
に
な
り
ま
す
。

（
午
後
は
休
診
で
す
）

◎
1
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

1
月
17
日
（月）

（
出
す
の
は

1
月

16
日
中
に）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・

小
藪
．

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川

◎
不
用
犬
回
収
日

▽

日

時

1
月
11
日
（火）

午
前
9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

時

間

＿
午
前
9
時
30分

1
1
1
時
30分

1
月
1
1
日
（
火
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

◎精神保健家族教室

1 1 1 
月 月 月 日
28 20 18 
日 日 日

程
金 木 火

大 予 中
場谷 子 津

公
林
集

公
民 民 会 所
負官 負官 戸斤

午 午
時後 月.．lj 

2 10 
時 時 問
i 

＊
午
前
10
時
か
ら
、
公
民
館
実
習
室
で
、
離
乳
食
実

習
も
行
い
ま
す
。

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

1
月
26
日
（
水
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
後
1
時
1
2時

日

程

一

場

所

一

時

間

◎
乳
児
健
診
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